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山中配水池防水工事（p.35）

見延第一高架橋（p.15）

田口添沢橋（p.13）

IG アリーナ（p.29）

日川橋改良工事（p.33）

杉谷第２跨道橋
撤去工事（p.27）

松原線PC桁
大規模修繕工事（p.37）

城陽第二高架橋（P30-P39）（p.17）
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前年度に新たに誕生したPC構造物を特集しました。
令和６年度に竣工、あるいは供用を開始したPC構造物について
景観、デザイン、施工、さらにPC技術への貢献、PC技術の普及
拡大等の観点から4部門・15作品を選考しました。
これらの作品により、PC技術やPC構造物の素晴らしさ、
あるいは社会資本整備に取り組む私たちの真摯な姿を
お伝えできればと願っております。

凡　例

橋梁部門

防災・その他部門

建築部門

補修・補強部門

new facesPCのニューフェイスたち

日鉄鋼板
SGLスタジアム尼崎（p.31）

城崎大橋（p.19）

梅林高架橋（P3-A2）（p.21）

木部高架橋（p.23）

竹辺 1号橋他２橋（p.25）

宝満川橋床版取替工事（p.41）

神戸線PC桁補修工事（p.39）
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愛
知
県
北
東
部
「
水
源
の
森
百
選
」
の

一
つ
に
選
ば
れ
た
原
生
林
を
有
す
る
設
楽

町
は
、
鷹
ノ
巣
山
（
通
称
：
段
戸
山
）
か

ら
東
三
河
地
方
を
流
れ
三
河
湾
に
注
ぐ
一

級
河
川
豊
川
の
源
流
の
町
で
す
。
豊
川
は

こ
れ
ま
で
に
幾
度
と
な
く
洪
水
・
渇
水
を

繰
り
返
し
て
き
た
た
め
、
洪
水
調
節
、
流

水
の
正
常
な
機
能
の
維
持
、
か
ん
が
い
、

水
道
用
水
お
よ
び
農
業
用
水
の
供
給
に
貢

献
す
る
多
目
的
ダ
ム
と
し
て
、
河
口
か
ら

約
70
㎞
上
流
に
設
楽
ダ
ム
を
建
設
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
ご
紹
介
す
る
田
口
添
沢
橋
は
、
設

楽
ダ
ム
建
設
事
業
に
伴
い
水
没
す
る
一
般

国
道
２
５
７
号
の
付
替
道
路
内
に
計
画
さ

れ
た
片
持
架
設
工
法
に
よ
る
橋
長
１
１

５
・
５
ｍ
の
Ｐ
Ｃ
２
径
間
連
続
ラ
ー
メ
ン

箱
桁
橋
で
す
。
本
橋
は
現
道
の
国
道
２
５

７
号
の
見
通
し
が
悪
い
曲
線
区
間
と
交
差

し
ま
す
。
一
部
の
施
工
で
は
片
側
交
互
規

制
を
実
施
し
ま
し
た
が
、
そ
の
ほ
か
に
も

現
道
利
用
者
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、

落
下
物
防
止
対
策
に
留
意
し
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
移
動
作
業
車
底
面
の
作
業
床
に

は
全
面
シ
ー
ト
養
生
を
行
い
、
側
面
は
ポ
リ

カ
ー
ボ
ネ
ー
ト
パ
ネ
ル
で
覆
う
完
全
防
護
と

し
ま
し
た
。
そ
し
て
地
覆
工
で
使
用
す
る
側

部
足
場
の
板
張
り
防
護
範
囲
は
、Ｂ
Ｉ
Ｍ
／

Ｃ
Ｉ
Ｍ
に
て
現
道
に
影
響
を
及
ぼ
す
範
囲
を

特
定
し
ま
し
た
。
ま
た
本
橋
は
曲
線
形
状

で
橋
面
の
縦
断
勾
配
が
３
・
６
％
あ
り
、
橋

面
の
雨
水
は
勾
配
の
低
い
方
の
移
動
作
業

車
に
集
ま
り
ま
す
。
そ
の
た
め
移
動
作
業
車

の
底
面
に
集
水
箇
所
を
設
け
シ
ー
ト
の
継

目
に
防
水
テ
ー
プ
を
貼
り
、
溜
ま
っ
た
雨
水

は
水
中
ポ
ン
プ
で
汲
み
上
げ
箱
桁
内
を
通
し

柱
頭
部
か
ら
排
水
を
行
い
ま
し
た
。

　

施
工
期
間
中
に
は
、
国
交
省
設
楽
ダ
ム

工
事
事
務
所
と
設
楽
町
の
主
催
共
催
に
よ

る
「
遊
べ
る
建
設
企
業
展
」
に
令
和
５
年
、

６
年
の
２
期
に
わ
た
り
参
加
し
、
地
域
住

民
と
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
ま
し
た
。

と
く
に
令
和
６
年
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
設

楽
町
在
住
イ
タ
リ
ア
出
身
の
モ
ザ
イ
ク

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
中
心
と
な
り
、
来
場
し

た
地
域
の
皆
さ
ん
で
橋
面
に
イ
ラ
ス
ト
を

描
い
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
設
楽
町
の
美

A bridge connecting the community with dreams
夢を添えて地域社会につなぐ橋

Taguchisoezawa Bridge

01.

し
い
星
空
に
、「
春
の
桜
の
木
と
芝
桜
」「
夏

の
緑
と
川
遊
び
」「
秋
の
稲
刈
り
と
紅
葉
」

「
冬
の
雪
と
静
か
な
風
景
」
を
イ
メ
ー
ジ

し
た
デ
ザ
イ
ン
で
、
設
楽
町
の
マ
ス
コ
ッ

ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
加
え
た
全
長
45
ｍ
の

夢
が
あ
る
作
品
と
な
り
ま
し
た
。
普
段
は

殺
風
景
な
橋
面
上
で
た
く
さ
ん
の
子
ど
も

た
ち
が
楽
し
そ
う
に
色
を
入
れ
て
い
る
様

子
は
と
て
も
印
象
に
残
り
、
貴
重
な
経
験

を
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

設
楽
ダ
ム
は
令
和
16
年
度
の
完
成
を
目

指
し
今
後
も
工
事
が
続
き
ま
す
が
、
本
橋

の
施
工
は
地
域
住
民
や
関
係
各
位
の
ご
協

力
の
も
と
無
事
竣
工
で
き
ま
し
た
。
本
橋

が
開
通
後
に
お
け
る
周
辺
地
域
の
開
発
、

活
性
化
に
寄
与
し
、
社
会
に
貢
献
で
き
る

こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

﹇
日
本
高
圧
コ
ン
ク
リ
ー
ト
㈱

　
　
　
　
　
　

   

澤
田 

敦
・
仲
田 

英
誉
﹈

田口添沢橋
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催
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２
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橋 名

発 注 者 名
施 工 会 社 名
施 工 場 所
工 期
構 造 形 式

橋 長

最 大 支 間 長
架 設 方 法

田口添沢橋（たぐちそえざわはし）

国土交通省 中部地方整備局
日本高圧コンクリート㈱
愛知県北設楽郡設楽町田口地先
令和５年３月～令和６年10月
PC２径間連続ラーメン箱桁橋

115.5ｍ

56.8ｍ
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き
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り
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﹇
日
本
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コ
ン
ク
リ
ー
ト
㈱

　
　
　
　
　
　

   

澤
田 

敦
・
仲
田 

英
誉
﹈

▲ 側面底面を完全防護しながらの片持架設状況

▲ 「遊べる建設企業展」での作画の様子

▲ 移動作業車組立時などに片側交互規制の実施

▲ 側部足場の板張り防護範囲特定に、BIM／CIMを活用

257

257

42

362

1

23

473

301

420153

247

247

151

152

三河湾

浜
名
湖

天
竜
川

東名高速道路
東名高速道路

三
遠
南
信
自
動
車
道

東名高速道路

伊勢湾岸自動車道

伊勢湾岸自動車道

東
海
環
状自
動
車
道

東
海
環
状自
動
車
道

新東名高速道路
新東名高速道路

飯
田
線

東
海
道
本
線

東
海
道
本
線

東海道新幹線
東海道新幹線

田口添沢橋

259
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東
海
環
状
自
動
車
道
は
、愛
知
県
、岐
阜

県
、
三
重
県
の
３
県
に
跨
が
る
延
長
約
１

５
３
㎞
の
高
規
格
道
路
で
す
。中
京
圏
の

放
射
状
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
環
状
道
路

で
結
び
、
広
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す

る
こ
と
で
、企
業
活
動
の
向
上
、物
流
の
効

率
化
、
観
光
活
性
化
等
の
様
々
な
ス
ト
ッ

ク
効
果
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

東
海
環
状
自
動
車
道
の
本
巣
Ⅰ
Ｃ
〜
大

野
神
戸
Ｉ
Ｃ
間
に
位
置
す
る
見
延
第
一
高

架
橋
は
、
橋
長
２
６
０
ｍ
の
Ｐ
Ｃ
７
径
間

連
続
箱
桁
橋（
外
回
り
）と
橋
長
２
９
２
ｍ

の
Ｐ
Ｃ
８
径
間
連
続
箱
桁
橋（
内
回
り
）で

す
。施
工
時
は
地
域
の
方
々
か
ら
完
成
時

期
を
問
わ
れ
る
こ
と
も
多
く
、
地
域
に
お

け
る
期
待
の
高
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　

本
橋
は
、
樽
見
鉄
道
及
び
市
道
に
跨
る

区
間
に
あ
り
、
周
辺
に
は
商
業
施
設
や
住

宅
街
が
あ
る
環
境
下
で
の
施
工
の
た
め
、

特
に
第
三
者
災
害
の
防
止
対
策
を
重
点
的

に
実
施
し
ま
し
た
。ま
た
、工
期
が
非
常
に

厳
し
か
っ
た
た
め
、
天
候
不
良
に
よ
る
工

程
遅
延
を
防
止
す
る
対
策
を
行
い
な
が
ら

施
工
し
ま
し
た
。

　

樽
見
鉄
道
へ
の
安
全
対
策
と
し
て
、
鉄

道
上
の
支
保
工
主
梁
は
、
２
本
／
組
で
予

め
主
梁
下
フ
ラ
ン
ジ
に
作
業
床
と
防
護
を

取
り
付
け
て
ユ
ニ
ッ
ト
化
し
架
設
を
行
い

ま
し
た
。こ
れ
に
よ
り
、作
業
員
の
転
落
や

作
業
時
の
資
材
の
落
下
を
防
止
す
る
と
と

も
に
、作
業
の
効
率
化
を
図
り
ま
し
た
。ま

た
ユ
ニ
ッ
ト
化
し
た
防
護
に
加
え
、
支
保

工
床
面
に
全
面
防
護
を
施
す
こ
と
で
、
鉄

道
へ
の
保
安
性
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

市
道
へ
の
安
全
対
策
と
し
て
は
、
支
保

工
の
施
工
前
に
開
口
部
防
護
を
設
置
し
、

さ
ら
に
開
口
部
上
の
支
保
工
に
も
防
護
工

を
施
し
ま
し
た
。市
道
へ
の
防
護
を
二
重

に
す
る
こ
と
で
、
主
桁
製
作
時
に
お
け
る

第
三
者
へ
の
安
全
対
策
の
確
実
性
を
高
め

ま
し
た
。ま
た
、開
口
部
防
護
内
面
に
設
置

し
た
仮
囲
い
に
白
色
の
板
を
採
用
す
る
こ

と
で
、視
認
性
を
高
め
、第
三
者
通
行
時
の

Aiming to revitalize the local economy
地域経済の活性化を目指す

Minobe Daiichi Viaduct

02.

安
全
性
を
向
上
し
ま
し
た
。

　

施
工
ヤ
ー
ド
が
狭
く
住
宅
が
近
接
し
て

い
る
区
間
で
は
、
壁
高
欄
の
施
工
に
お
い

て
、
橋
体
外
側
に
足
場
防
護
工
を
不
要
と

す
る
埋
設
型
枠
を
使
用
し
て
施
工
を
行
い

ま
し
た
。埋
設
型
枠
は
鋼
製
な
の
で
、木
製

の
型
枠
に
比
べ
重
量
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

ク
レ
ー
ン
を
使
用
し
て
の
設
置
と
な
り
所

定
の
設
置
位
置
へ
の
微
調
整
に
苦
労
し
ま

し
た
。

　

こ
れ
ら
安
全
対
策
の
他
に
工
程
遅
延
の

防
止
対
策
と
し
て
、
施
工
区
間
に
全
天
候

型
の
屋
根
を
設
置
し
ま
し
た
。こ
れ
に
よ

り
、
天
候
の
影
響
を
受
け
る
こ
と
な
く
作

見延第一高架橋

橋 名

発 注 者 名
施 工 会 社 名
施 工 場 所
工 期

構 造 形 式

橋 長

最 大 支 間 長
架 設 方 法

見延第一高架橋（みのべだいいちこうかきょう）

中日本高速道路㈱
ドーピー建設工業㈱
岐阜県本巣市見延地内
令和４年６月～令和７年３月
PC７径間連続箱桁橋（外回り）
PC８径間連続箱桁橋（内回り）

260.0ｍ（外回り）、292.0m（内回り）

40.0ｍ（外回り・内回り）
固定支保工

業
を
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
、
行
き
届

い
た
品
質
管
理
・
工
程
管
理
を
行
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。ま
た
屋
根
の
下
は
日
陰

に
な
る
た
め
、
熱
中
症
対
策
に
大
い
に
役

立
ち
ま
し
た
。一
方
、ク
レ
ー
ン
で
資
材
を

取
り
込
む
際
は
屋
根
を
人
力
で
開
放
す
る

必
要
が
あ
り
、
大
変
な
作
業
と
な
り
ま
し

た
。

　

最
後
に
、
本
橋
梁
の
施
工
は
地
域
住
民

の
皆
さ
ま
や
関
係
各
位
の
ご
協
力
の
も
と

無
事
完
成
と
な
り
ま
し
た
。東
海
環
状
自

動
車
道
の
早
期
全
線
開
通
と
周
辺
地
域
の

さ
ら
な
る
発
展
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　
﹇
ド
ー
ピ
ー
建
設
工
業
㈱  

鈴
木 

悠
真
﹈
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東
海
環
状
自
動
車
道
は
、愛
知
県
、岐
阜

県
、
三
重
県
の
３
県
に
跨
が
る
延
長
約
１

５
３
㎞
の
高
規
格
道
路
で
す
。中
京
圏
の

放
射
状
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
環
状
道
路

で
結
び
、
広
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す

る
こ
と
で
、企
業
活
動
の
向
上
、物
流
の
効

率
化
、
観
光
活
性
化
等
の
様
々
な
ス
ト
ッ

ク
効
果
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

東
海
環
状
自
動
車
道
の
本
巣
Ⅰ
Ｃ
〜
大

野
神
戸
Ｉ
Ｃ
間
に
位
置
す
る
見
延
第
一
高

架
橋
は
、
橋
長
２
６
０
ｍ
の
Ｐ
Ｃ
７
径
間

連
続
箱
桁
橋（
外
回
り
）と
橋
長
２
９
２
ｍ

の
Ｐ
Ｃ
８
径
間
連
続
箱
桁
橋（
内
回
り
）で

す
。施
工
時
は
地
域
の
方
々
か
ら
完
成
時

期
を
問
わ
れ
る
こ
と
も
多
く
、
地
域
に
お

け
る
期
待
の
高
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　

本
橋
は
、
樽
見
鉄
道
及
び
市
道
に
跨
る

区
間
に
あ
り
、
周
辺
に
は
商
業
施
設
や
住

宅
街
が
あ
る
環
境
下
で
の
施
工
の
た
め
、

特
に
第
三
者
災
害
の
防
止
対
策
を
重
点
的

に
実
施
し
ま
し
た
。ま
た
、工
期
が
非
常
に

厳
し
か
っ
た
た
め
、
天
候
不
良
に
よ
る
工

程
遅
延
を
防
止
す
る
対
策
を
行
い
な
が
ら

施
工
し
ま
し
た
。

　

樽
見
鉄
道
へ
の
安
全
対
策
と
し
て
、
鉄

道
上
の
支
保
工
主
梁
は
、
２
本
／
組
で
予

め
主
梁
下
フ
ラ
ン
ジ
に
作
業
床
と
防
護
を

取
り
付
け
て
ユ
ニ
ッ
ト
化
し
架
設
を
行
い

ま
し
た
。こ
れ
に
よ
り
、作
業
員
の
転
落
や

作
業
時
の
資
材
の
落
下
を
防
止
す
る
と
と

も
に
、作
業
の
効
率
化
を
図
り
ま
し
た
。ま

た
ユ
ニ
ッ
ト
化
し
た
防
護
に
加
え
、
支
保

工
床
面
に
全
面
防
護
を
施
す
こ
と
で
、
鉄

道
へ
の
保
安
性
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

市
道
へ
の
安
全
対
策
と
し
て
は
、
支
保

工
の
施
工
前
に
開
口
部
防
護
を
設
置
し
、

さ
ら
に
開
口
部
上
の
支
保
工
に
も
防
護
工

を
施
し
ま
し
た
。市
道
へ
の
防
護
を
二
重

に
す
る
こ
と
で
、
主
桁
製
作
時
に
お
け
る

第
三
者
へ
の
安
全
対
策
の
確
実
性
を
高
め

ま
し
た
。ま
た
、開
口
部
防
護
内
面
に
設
置

し
た
仮
囲
い
に
白
色
の
板
を
採
用
す
る
こ

と
で
、視
認
性
を
高
め
、第
三
者
通
行
時
の

安
全
性
を
向
上
し
ま
し
た
。

　

施
工
ヤ
ー
ド
が
狭
く
住
宅
が
近
接
し
て

い
る
区
間
で
は
、
壁
高
欄
の
施
工
に
お
い

て
、
橋
体
外
側
に
足
場
防
護
工
を
不
要
と

す
る
埋
設
型
枠
を
使
用
し
て
施
工
を
行
い

ま
し
た
。埋
設
型
枠
は
鋼
製
な
の
で
、木
製

の
型
枠
に
比
べ
重
量
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

ク
レ
ー
ン
を
使
用
し
て
の
設
置
と
な
り
所

定
の
設
置
位
置
へ
の
微
調
整
に
苦
労
し
ま

し
た
。

　

こ
れ
ら
安
全
対
策
の
他
に
工
程
遅
延
の

防
止
対
策
と
し
て
、
施
工
区
間
に
全
天
候

型
の
屋
根
を
設
置
し
ま
し
た
。こ
れ
に
よ

り
、
天
候
の
影
響
を
受
け
る
こ
と
な
く
作

▲ 全天候型屋根

▲ 市道の安全対策 白い板で視認性を高めた

▲ 埋設型枠設置

▲ 樽見鉄道の安全対策 鉄道上を全面防護

業
を
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
、
行
き
届

い
た
品
質
管
理
・
工
程
管
理
を
行
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。ま
た
屋
根
の
下
は
日
陰

に
な
る
た
め
、
熱
中
症
対
策
に
大
い
に
役

立
ち
ま
し
た
。一
方
、ク
レ
ー
ン
で
資
材
を

取
り
込
む
際
は
屋
根
を
人
力
で
開
放
す
る

必
要
が
あ
り
、
大
変
な
作
業
と
な
り
ま
し

た
。

　

最
後
に
、
本
橋
梁
の
施
工
は
地
域
住
民

の
皆
さ
ま
や
関
係
各
位
の
ご
協
力
の
も
と

無
事
完
成
と
な
り
ま
し
た
。東
海
環
状
自

動
車
道
の
早
期
全
線
開
通
と
周
辺
地
域
の

さ
ら
な
る
発
展
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　
﹇
ド
ー
ピ
ー
建
設
工
業
㈱  

鈴
木 

悠
真
﹈

岐阜IC

本巣IC

大垣西IC

大野神戸IC

東海環
状自動

車道

東海環
状自動

車道

東
海
環
状
自
動
車
道

東
海
環
状
自
動
車
道

見延第一高架橋

417

21
258

157

256

248

303

303

157

長良川

揖
斐
川

根
尾
川

東海
道本
線

東海
道本
線

大垣

岐阜
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城
陽
第
二
高
架
橋
は
、名
古
屋
か
ら
神
戸

を
結
ぶ
約
１
７
４
㎞
の
新
名
神
高
速
道
路

の一
部
で
、城
陽
ス
マ
ー
ト
I
C（
仮
称
）〜
城

陽
J
C
T・I
C
間
に
位
置
し
城
陽
市
街
を

東
西
に
通
過
す
る
Ｐ
Ｃ
連
続
箱
桁
橋
で
す
。

　
工
事
場
所
の
城
陽
市
は
、
山
城
盆
地
の

中
央
部
、
京
都
と
奈
良
の
ほ
ぼ
中
間
に
位

置
し
、
京
都
か
ら
五
里
、
奈
良
か
ら
五
里
の

位
置
に
あ
る
こ
と
か
ら
「
五
里
五
里
の
さ

と
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。ま
た
南
部
丘
陵

地
に
広
が
る
青
谷
梅
林
は
、春
の
開
花
時
期

に
梅
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
賑
わ
い
ま
す
。

　

施
工
に
お
い
て
は
市
街
地
で
の
架
橋
工
事

に
伴
う
周
辺
環
境
へ
の
負
荷
低
減
の
観
点

か
ら
、
現
場
工
程
の
短
縮
が
図
ら
れ
、
狭
小

施
工
ヤ
ー
ド
に
も
対
応
可
能
な
プ
レ
キ
ャ
ス

ト
セ
グ
メ
ン
ト
工
法
を
コ
ア
断
面
に
採
用
し

て
い
ま
す
。工
場
製
作
時
の
形
状
管
理
に
優

位
性
の
あ
る
ロ
ン
グ
ラ
イ
ン
マ
ッ
チ
キ
ャ
ス

ト
方
式
で
製
作
さ
れ
た
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
セ
グ

メ
ン
ト
（
製
作
数
１
８
４
個
）
を
架
設
地
点

に
運
搬
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
架
設
地
点
の
現
場

条
件
に
適
し
た
架
設
工
法
を
選
定
し
、
大

型
ク
レ
ー
ン
も
し
く
は
架
設
桁
を
用
い
た

張
出
架
設
工
法
、
ま
た
は
固
定
支
保
工
を

用
い
た
場
所
打
ち
工
法
で
橋
体
を
構
築
し

ま
し
た
。ま
た
、
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
セ
グ
メ
ン
ト

を
架
設
し
４
車
線
の
コ
ア
断
面
を
構
築
し

た
後
、
ス
ト
ラ
ッ
ト
で
支
持
さ
れ
た
拡
幅
床

版
を
施
工
し
６
車
線
化
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

プ
レ
キ
ャ
ス
ト
セ
グ
メ
ン
ト
の
片
持
架
設

に
お
い
て
は
、
基
準
セ
グ
メ
ン
ト
の
据
付
精

度
確
保
が
重
要
な
管
理
項
目
で
あ
り
、そ
の

精
度
が
橋
梁
全
体
の
出
来
形
精
度
に
大
き

く
影
響
し
ま
す
。そ
の
た
め
水
平
方
向
に
微

調
整
が
可
能
な
送
り
台
付
油
圧
ジ
ャ
ッ
キ

と
ロ
ッ
ク
ナ
ッ
ト
付
油
圧
ジ
ャ
ッ
キ
を
使
用

し
調
整
・
固
定
を
行
い
ま
し
た
。調
整
完
了

後
、
柱
頭
部
と
基
準
セ
グ
メ
ン
ト
と
の
間
の

目
地
部
に
は
、
高
流
動
繊
維
補
強
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
打
設
を
行
い
ま
し
た
が
、
目
地
部

コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
設
に
よ
る
側
圧
や
温
度

変
化
に
よ
る
変
位
を
防
ぐ
た
め
、
専
用
の

セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
ビ
ー
ム
の
ほ
か
、
鋼
製
ブ
ラ

ケ
ッ
ト
を
介
し
た
Ｐ
Ｃ
鋼
棒
や
複
数
の
固

定
金
具
を
用
い
て
柱
頭
部
と
固
定
し
出
来

形
精
度
の
確
保
を
徹
底
し
て
行
い
ま
し
た
。

　
ス
ト
ラ
ッ
ト
付
拡
幅
床
版
は
固
定
支
保
工

PC box girder bridge having widened slab deck with struts
ストラット付拡幅床版を有するPC箱桁橋

Joyo Second Viaduct

03.

ご　

り　

ご　

り

に
よ
る
場
所
打
ち
工
法
で
施
工
し
て
い
ま
す

が
、
ス
ト
ラ
ッ
ト
部
材
は
、
工
場
製
の
プ
レ

キ
ャ
ス
ト
部
材
を
採
用
し
て
い
ま
す
。ま
た
ス

ト
ラ
ッ
ト
部
材
下
端
の
接
合
構
造
に
関
し
、

従
来
の
超
高
強
度
繊
維
補
強
コ
ン
ク
リ
ー
ト

製
の
受
部
材
を
用
い
た
構
造
か
ら
、
施
工
性

に
優
れ
た
鋼
製
せ
ん
断
キ
ー
を
使
用
し
た
新

た
な
接
合
構
造
を
採
用
し
て
お
り
、
実
証
実

験
に
よ
る
検
証
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

本
橋
は
新
名
神
高
速
道
路
の
交
通
機
能

の
役
割
と
と
も
に
、
地
域
活
性
化
と
し
て
の

利
活
用
も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。開
通
の
暁

に
は
、
隣
接
工
事
区
間
と
合
わ
せ
て
全
長

１
・
４
㎞
の
都
市
高
架
橋
と
な
り
、
箱
桁
側

面
に
配
置
さ
れ
た
ス
ト
ラ
ッ
ト
が
醸
し
出
す

機
能
美
は
見
応
え
あ
り
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

﹇
ピ
ー
エ
ス
・
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
㈱

                                     

重
越 

譲
﹈

城陽第二高架橋(P30-P39)
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城
陽
第
二
高
架
橋
は
、名
古
屋
か
ら
神
戸

を
結
ぶ
約
１
７
４
㎞
の
新
名
神
高
速
道
路

の一
部
で
、城
陽
ス
マ
ー
ト
I
C（
仮
称
）〜
城

陽
J
C
T・I
C
間
に
位
置
し
城
陽
市
街
を

東
西
に
通
過
す
る
Ｐ
Ｃ
連
続
箱
桁
橋
で
す
。

　
工
事
場
所
の
城
陽
市
は
、
山
城
盆
地
の

中
央
部
、
京
都
と
奈
良
の
ほ
ぼ
中
間
に
位

置
し
、
京
都
か
ら
五
里
、
奈
良
か
ら
五
里
の

位
置
に
あ
る
こ
と
か
ら
「
五
里
五
里
の
さ

と
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。ま
た
南
部
丘
陵

地
に
広
が
る
青
谷
梅
林
は
、春
の
開
花
時
期

に
梅
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
賑
わ
い
ま
す
。

　

施
工
に
お
い
て
は
市
街
地
で
の
架
橋
工
事

に
伴
う
周
辺
環
境
へ
の
負
荷
低
減
の
観
点

か
ら
、
現
場
工
程
の
短
縮
が
図
ら
れ
、
狭
小

施
工
ヤ
ー
ド
に
も
対
応
可
能
な
プ
レ
キ
ャ
ス

ト
セ
グ
メ
ン
ト
工
法
を
コ
ア
断
面
に
採
用
し

て
い
ま
す
。工
場
製
作
時
の
形
状
管
理
に
優

位
性
の
あ
る
ロ
ン
グ
ラ
イ
ン
マ
ッ
チ
キ
ャ
ス

ト
方
式
で
製
作
さ
れ
た
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
セ
グ

メ
ン
ト
（
製
作
数
１
８
４
個
）
を
架
設
地
点

に
運
搬
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
架
設
地
点
の
現
場

条
件
に
適
し
た
架
設
工
法
を
選
定
し
、
大

型
ク
レ
ー
ン
も
し
く
は
架
設
桁
を
用
い
た

張
出
架
設
工
法
、
ま
た
は
固
定
支
保
工
を

用
い
た
場
所
打
ち
工
法
で
橋
体
を
構
築
し

ま
し
た
。ま
た
、
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
セ
グ
メ
ン
ト

を
架
設
し
４
車
線
の
コ
ア
断
面
を
構
築
し

た
後
、
ス
ト
ラ
ッ
ト
で
支
持
さ
れ
た
拡
幅
床

版
を
施
工
し
６
車
線
化
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

プ
レ
キ
ャ
ス
ト
セ
グ
メ
ン
ト
の
片
持
架
設

に
お
い
て
は
、
基
準
セ
グ
メ
ン
ト
の
据
付
精

度
確
保
が
重
要
な
管
理
項
目
で
あ
り
、そ
の

精
度
が
橋
梁
全
体
の
出
来
形
精
度
に
大
き

く
影
響
し
ま
す
。そ
の
た
め
水
平
方
向
に
微

調
整
が
可
能
な
送
り
台
付
油
圧
ジ
ャ
ッ
キ

と
ロ
ッ
ク
ナ
ッ
ト
付
油
圧
ジ
ャ
ッ
キ
を
使
用

し
調
整
・
固
定
を
行
い
ま
し
た
。調
整
完
了

後
、
柱
頭
部
と
基
準
セ
グ
メ
ン
ト
と
の
間
の

目
地
部
に
は
、
高
流
動
繊
維
補
強
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
打
設
を
行
い
ま
し
た
が
、
目
地
部

コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
設
に
よ
る
側
圧
や
温
度

変
化
に
よ
る
変
位
を
防
ぐ
た
め
、
専
用
の

セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
ビ
ー
ム
の
ほ
か
、
鋼
製
ブ
ラ

ケ
ッ
ト
を
介
し
た
Ｐ
Ｃ
鋼
棒
や
複
数
の
固

定
金
具
を
用
い
て
柱
頭
部
と
固
定
し
出
来

形
精
度
の
確
保
を
徹
底
し
て
行
い
ま
し
た
。

　
ス
ト
ラ
ッ
ト
付
拡
幅
床
版
は
固
定
支
保
工

橋 名

発 注 者 名
施 工 会 社 名
施 工 場 所
工 期

構 造 形 式

橋 長

最 大 支 間 長
架 設 方 法

城陽第二高架橋（じょうようだいにこうかきょう）

西日本高速道路㈱
ピーエス・コンストラクション㈱
京都府城陽市寺田島垣内地内～大畔
平成30年８月～令和７年２月
鋼・PC5径間連続ラーメン混合桁橋
PC4径間連続ラーメン箱桁橋
L=396.0m（施工橋長 332m 鋼桁部除く）
鋼・PC５径間連続ラーメン混合桁橋：　
　　　　　　　228.0m（内PC部 164.0m）
PC4径間連続ラーメン箱桁橋：168.0m

42.0m
片持架設、固定支保工

に
よ
る
場
所
打
ち
工
法
で
施
工
し
て
い
ま
す

が
、
ス
ト
ラ
ッ
ト
部
材
は
、
工
場
製
の
プ
レ

キ
ャ
ス
ト
部
材
を
採
用
し
て
い
ま
す
。ま
た
ス

ト
ラ
ッ
ト
部
材
下
端
の
接
合
構
造
に
関
し
、

従
来
の
超
高
強
度
繊
維
補
強
コ
ン
ク
リ
ー
ト

製
の
受
部
材
を
用
い
た
構
造
か
ら
、
施
工
性

に
優
れ
た
鋼
製
せ
ん
断
キ
ー
を
使
用
し
た
新

た
な
接
合
構
造
を
採
用
し
て
お
り
、
実
証
実

験
に
よ
る
検
証
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

本
橋
は
新
名
神
高
速
道
路
の
交
通
機
能

の
役
割
と
と
も
に
、
地
域
活
性
化
と
し
て
の

利
活
用
も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。開
通
の
暁

に
は
、
隣
接
工
事
区
間
と
合
わ
せ
て
全
長

１
・
４
㎞
の
都
市
高
架
橋
と
な
り
、
箱
桁
側

面
に
配
置
さ
れ
た
ス
ト
ラ
ッ
ト
が
醸
し
出
す

機
能
美
は
見
応
え
あ
り
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

﹇
ピ
ー
エ
ス
・
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
㈱

                                     

重
越 

譲
﹈

▲ 架設桁架設状況

▲ ストラット架設状況

▲ クレーン架設状況

▲ 基準セグメント固定状況

城陽IC

京田辺松井
IC

新名神
高速道

路
新名神

高速道
路

京
奈
和
自
動
車
道

京
奈
和
自
動
車
道

田辺北IC

城陽第二高架橋

1

1

24

307

24

奈
良
線
奈
良
線

近
鉄
奈
良
線

近
鉄
奈
良
線

学研都市線学研都市線

木津川 宇治市
⚫

城陽市
⚫
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城
崎
大
橋
は
、
兵
庫
県
北
部
を
流
れ
る

円
山
川
に
架
か
る
橋
で
、歴
史
と
風
情
あ
る

城
崎
温
泉
へ
の
新
た
な
玄
関
口
と
し
て
整

備
さ
れ
ま
し
た
。元
々
の
旧
橋
は
建
設
後
約

70
年
が
経
過
し
老
朽
化
が
進
ん
で
い
た
ほ

か
、幅
員
が
狭
く
大
型
車
の
通
行
が
制
限
さ

れ
て
い
ま
し
た
。ま
た
、橋
脚
数
が
多
く
、大

雨
の
際
に
は
川
の
流
れ
を
妨
げ
、
洪
水
や
氾

濫
の
危
険
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、
橋

を
新
し
く
架
け
替
え
る
こ
と
で
、
安
全
で

円
滑
な
交
通
の
確
保
、
洪
水
対
策
の
強
化

そ
し
て
城
崎
温
泉
と
玄
武
洞
を
結
ぶ
観
光

ル
ー
ト
の
利
便
性
向
上
を
目
指
し
ま
し
た
。

　

本
橋
は
、
河
川
内
の
橋
脚
か
ら
張
出
し

架
設
さ
れ
る
こ
と
、
固
定
支
間
長
に
比
べ

橋
脚
高
さ
が
低
い
P
C
ラ
ー
メ
ン
橋
で
あ

る
こ
と
、
取
り
付
け
道
路
と
の
擦
り
付
け

高
さ
の
関
係
で
端
部
の
桁
高
を
低
く
抑
え

て
い
る
、と
い
っ
た
特
徴
が
あ
り
ま
す
。こ

れ
ら
の
特
徴
を
踏
ま
え
施
工
に
際
し
て
実

施
し
た
技
術
的
な
取
り
組
み
を
3
点
ご
紹

介
い
た
し
ま
す
。

　
一つ
目
は
、
河
川
内
で
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト

打
設
方
法
で
す
。河
川
上
に
船
を
並
べ
て
そ

の
上
に
配
管
を
設
置
し
、
陸
上
か
ら
コ
ン
ク

リ
ー
ト
を
圧
送
す
る
方
法
を
採
用
し
ま
し

た
。こ
の
方
法
を
選
ぶ
に
あ
た
り
、
事
前
に

実
施
工
の
水
平
圧
送
距
離
（
約
1
5
0
ｍ
）

に
相
当
す
る
配
管
を
組
立
て
、圧
送
試
験
を

行
い
、
性
状
を
確
認
し
ま
し
た
。そ
の
結
果
、

当
初
よ
り
材
料
分
離
抵
抗
性
が
大
き
く
、

流
動
性
の
高
い
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
変
更
す
る

こ
と
で
、
細
心
の
注
意
を
払
い
な
が
ら
施
工

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
二
つ
目
は
、
水
平
反
力
調
整
工
の
実
施
で

す
。橋
は
完
成
後
、
時
間
の
経
過
と
共
に
橋

の
中
央
部
に
向
け
変
形
し
ま
す
が
、
橋
脚
高

さ
が
低
い
ラ
ー
メ
ン
橋
で
は
、変
形
す
る
際
に

橋
脚
下
端
に
大
き
な
力
が
作
用
し
ま
す
。そ

こ
で
、
閉
合
前
の
支
間
部
に
水
平
ジ
ャ
ッ
キ

を
配
置
し
完
成
後
に
生
じ
る
変
形
と
逆
方

向
に
力
を
加
え
、橋
脚
に
作
用
す
る
力
を
低

減
さ
せ
ま
し
た
。今
回
実
施
し
た
水
平
反
力

調
整
工
は
、国
内
で
も
最
大
級
の
規
模
で
す
。

　
三
つ
目
は
、
断
面
力
改
善
の
た
め
の

ジ
ャ
ッ
キ
ダ
ウ
ン
工
法
の
実
施
で
す
。側
径

間
部
は
、橋
台
の
周
辺
道
路
の
高
さ
に
合
わ

A new access bridge to Kinosaki Onsen
城崎温泉への新たな玄関口となる橋

Kinosaki Ohashi Bridge

04.

せ
る
た
め
に
、桁
高
を
低
く
す
る
必
要
が
あ

り
ま
し
た
が
、
P
C
ケ
ー
ブ
ル
の
配
置
空
間

の
確
保
が
問
題
で
し
た
。そ
こ
で
、
端
支
点

部
を
ジ
ャ
ッ
キ
ダ
ウ
ン
す
る
こ
と
で
作
用
断

面
力
を
改
善
し
、必
要
P
C
ケ
ー
ブ
ル
を
配

置
可
能
本
数
に
抑
え
ま
し
た
。ジ
ャ
ッ
キ
ダ

ウ
ン
の
効
果
は
、
鉄
筋
の
ひ
ず
み
や
反
力
値

の
計
測
か
ら
設
計
値
と
同
等
で
あ
る
こ
と

か
ら
、妥
当
性
を
確
認
で
き
ま
し
た
。　

　
工
事
期
間
中
に
は
、地
域
の
方
々
を
対
象

と
し
た
見
学
会
も
開
催
し
、橋
の
内
部
が
空

洞
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
驚
か
れ
て
い
ま
し

た
。ま
た
、地
元
の
小
学
生
に
は
、将
来
再
び

見
学
し
た
際
の
思
い
出
と
な
る
よ
う
記
念

プ
レ
ー
ト
を
作
っ
て
も
ら
い
、
桁
内
に
設
置

し
ま
し
た
。地
域
と
の
交
流
を
通
じ
橋
が
よ

り
身
近
で
親
し
み
の
あ
る
存
在
に
な
っ
た
と

感
じ
て
い
ま
す
。

　

             ﹇
川
田
建
設
㈱ 

平
田 

方
丈
﹈

城崎大橋
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城
崎
大
橋
は
、
兵
庫
県
北
部
を
流
れ
る

円
山
川
に
架
か
る
橋
で
、歴
史
と
風
情
あ
る

城
崎
温
泉
へ
の
新
た
な
玄
関
口
と
し
て
整

備
さ
れ
ま
し
た
。元
々
の
旧
橋
は
建
設
後
約

70
年
が
経
過
し
老
朽
化
が
進
ん
で
い
た
ほ

か
、幅
員
が
狭
く
大
型
車
の
通
行
が
制
限
さ

れ
て
い
ま
し
た
。ま
た
、橋
脚
数
が
多
く
、大

雨
の
際
に
は
川
の
流
れ
を
妨
げ
、
洪
水
や
氾

濫
の
危
険
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、
橋

を
新
し
く
架
け
替
え
る
こ
と
で
、
安
全
で

円
滑
な
交
通
の
確
保
、
洪
水
対
策
の
強
化

そ
し
て
城
崎
温
泉
と
玄
武
洞
を
結
ぶ
観
光

ル
ー
ト
の
利
便
性
向
上
を
目
指
し
ま
し
た
。

　

本
橋
は
、
河
川
内
の
橋
脚
か
ら
張
出
し

架
設
さ
れ
る
こ
と
、
固
定
支
間
長
に
比
べ

橋
脚
高
さ
が
低
い
P
C
ラ
ー
メ
ン
橋
で
あ

る
こ
と
、
取
り
付
け
道
路
と
の
擦
り
付
け

高
さ
の
関
係
で
端
部
の
桁
高
を
低
く
抑
え

て
い
る
、と
い
っ
た
特
徴
が
あ
り
ま
す
。こ

れ
ら
の
特
徴
を
踏
ま
え
施
工
に
際
し
て
実

施
し
た
技
術
的
な
取
り
組
み
を
3
点
ご
紹

介
い
た
し
ま
す
。

　
一つ
目
は
、
河
川
内
で
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト

打
設
方
法
で
す
。河
川
上
に
船
を
並
べ
て
そ

の
上
に
配
管
を
設
置
し
、
陸
上
か
ら
コ
ン
ク

リ
ー
ト
を
圧
送
す
る
方
法
を
採
用
し
ま
し

た
。こ
の
方
法
を
選
ぶ
に
あ
た
り
、
事
前
に

実
施
工
の
水
平
圧
送
距
離
（
約
1
5
0
ｍ
）

に
相
当
す
る
配
管
を
組
立
て
、圧
送
試
験
を

行
い
、
性
状
を
確
認
し
ま
し
た
。そ
の
結
果
、

当
初
よ
り
材
料
分
離
抵
抗
性
が
大
き
く
、

流
動
性
の
高
い
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
変
更
す
る

こ
と
で
、
細
心
の
注
意
を
払
い
な
が
ら
施
工

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
二
つ
目
は
、
水
平
反
力
調
整
工
の
実
施
で

す
。橋
は
完
成
後
、
時
間
の
経
過
と
共
に
橋

の
中
央
部
に
向
け
変
形
し
ま
す
が
、
橋
脚
高

さ
が
低
い
ラ
ー
メ
ン
橋
で
は
、変
形
す
る
際
に

橋
脚
下
端
に
大
き
な
力
が
作
用
し
ま
す
。そ

こ
で
、
閉
合
前
の
支
間
部
に
水
平
ジ
ャ
ッ
キ

を
配
置
し
完
成
後
に
生
じ
る
変
形
と
逆
方

向
に
力
を
加
え
、橋
脚
に
作
用
す
る
力
を
低

減
さ
せ
ま
し
た
。今
回
実
施
し
た
水
平
反
力

調
整
工
は
、国
内
で
も
最
大
級
の
規
模
で
す
。

　
三
つ
目
は
、
断
面
力
改
善
の
た
め
の

ジ
ャ
ッ
キ
ダ
ウ
ン
工
法
の
実
施
で
す
。側
径

間
部
は
、橋
台
の
周
辺
道
路
の
高
さ
に
合
わ

橋 名

発 注 者 名

施 工 会 社 名

施 工 場 所
工 期
構 造 形 式
橋 長

最 大 支 間 長
架 設 方 法

城崎大橋（きのさきおおはし）

兵庫県
川田建設・日本ピーエス・
日本高圧コンクリート JV
兵庫県豊岡市城崎町桃島
令和元年10月～令和7年3月
PC6径間連続箱桁橋
561.5ｍ

96.0ｍ
片持架設

せ
る
た
め
に
、桁
高
を
低
く
す
る
必
要
が
あ

り
ま
し
た
が
、
P
C
ケ
ー
ブ
ル
の
配
置
空
間

の
確
保
が
問
題
で
し
た
。そ
こ
で
、
端
支
点

部
を
ジ
ャ
ッ
キ
ダ
ウ
ン
す
る
こ
と
で
作
用
断

面
力
を
改
善
し
、必
要
P
C
ケ
ー
ブ
ル
を
配

置
可
能
本
数
に
抑
え
ま
し
た
。ジ
ャ
ッ
キ
ダ

ウ
ン
の
効
果
は
、
鉄
筋
の
ひ
ず
み
や
反
力
値

の
計
測
か
ら
設
計
値
と
同
等
で
あ
る
こ
と

か
ら
、妥
当
性
を
確
認
で
き
ま
し
た
。　

　
工
事
期
間
中
に
は
、地
域
の
方
々
を
対
象

と
し
た
見
学
会
も
開
催
し
、橋
の
内
部
が
空

洞
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
驚
か
れ
て
い
ま
し

た
。ま
た
、地
元
の
小
学
生
に
は
、将
来
再
び

見
学
し
た
際
の
思
い
出
と
な
る
よ
う
記
念

プ
レ
ー
ト
を
作
っ
て
も
ら
い
、
桁
内
に
設
置

し
ま
し
た
。地
域
と
の
交
流
を
通
じ
橋
が
よ

り
身
近
で
親
し
み
の
あ
る
存
在
に
な
っ
た
と

感
じ
て
い
ま
す
。

　

             ﹇
川
田
建
設
㈱ 

平
田 

方
丈
﹈

▲ 水平反力調整工

▲ 現場見学会（小学5年生）

▲ コンクリート打設（船上圧送管配置）

▲ ジャッキダウン工法    

城崎温泉

山陰本線

城崎大橋

11

11

548

122

3
9

9

円
山
川
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広
島
市
の
阿
武
山
南
東
山
麓
に
位
置
す

る
八
木
・
緑
井
地
区
は
、
高
度
経
済
成
長

期
の
昭
和
40
年
代
に
急
速
に
宅
地
化
が
進

み
、
J
R
可
部
線
、
国
道
54
号
な
ど
の
交

通
基
盤
や
大
型
商
業
施
設
な
ど
の
生
活
利

便
性
に
恵
ま
れ
た
ベ
ッ
ト
タ
ウ
ン
で
す
。
同

地
区
は
、
平
成
26
年
8
月
未
明
か
ら
の
豪

雨
に
よ
り
、
10
箇
所
以
上
の
渓
流
に
お
い
て

土
石
流
が
発
生
し
、
土
砂
や
流
木
等
が
住

宅
地
へ
流
出
し
ま
し
た
。同
地
区
の
道
路
は
、

幹
線
道
路
が
な
く
、
急
勾
配
か
つ
狭
い
幅
員

で
、車
の
離
合
が
困
難
な
生
活
道
路
で
し
た
。

広
島
市
で
は
、
豪
雨
災
害
の
被
災
地
の
早

期
復
興
と
将
来
を
見
定
め
た
安
全
・
安
心

な
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に
向
け
た
「
復
興
ま

ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
」
が
策
定
さ
れ
、
土
石

流
か
ら
逃
れ
る
た
め
に
、
い
ち
早
く
退
避
で

き
、
大
型
車
両
の
進
入
も
可
能
な
広
域
避

難
路
と
し
て
都
市
計
画
道
路
が
計
画
さ
れ

ま
し
た
。
梅
林
高
架
橋
は
、
都
市
計
画
道

路
川
の
内
線
の
長
束
八
木
線
と
国
道
54
号

を
結
ぶ
延
長
約
3
0
0
ｍ
の
高
架
橋
で
す
。

　

弊
社
施
工
の
梅
林
高
架
橋
P
3-

A
2

は
、P
C
3
径
間
連
結
コ
ン
ポ
橋
２
連
で
橋

長
約
1
9
0
m
で
す
。本
橋
は
縦
断
勾
配

5
〜
7
%
の
橋
梁
で
、さ
ら
に
住
宅
と
生
活

道
路
お
よ
び
Ｊ
Ｒ
可
部
線
に
隣
接
し
た
架

設
環
境
で
し
た
。セ
グ
メ
ン
ト
桁
の
運
搬
は
、

狭
隘
か
つ
曲
り
角
が
多
い
住
宅
街
の
生
活

道
路
を
大
型
ト
レ
ー
ラ
ー
が
通
行
す
る
必

要
が
あ
り
、周
辺
住
民
に
対
す
る
夜
間
の
騒

音
が
懸
念
さ
れ
ま
し
た
。そ
の
た
め
、セ
グ
メ

ン
ト
分
割
数
を
増
や
し
、セ
グ
メ
ン
ト
重
量

を
低
減
す
る
こ
と
で
、終
日
通
行
可
能
な
大

型
ト
ラ
ッ
ク
で
の
運
搬
に
変
更
し
、夜
間
の

騒
音
発
生
リ
ス
ク
を
削
減
し
ま
し
た
。

　

施
工
期
間
中
は
地
域
と
の
積
極
的
な
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
こ
と
や
事
業
全

体
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
目
的
に
、

見
学
展
望
台
や
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
お
よ
び
現
場
の
進
捗
状
況
や
P
C
橋

に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
デ
ジ
タ
ル
サ

イ
ネ
ー
ジ
を
常
設
し
ま
し
た
。
日
々
、
多

く
の
地
域
住
民
の
方
に
現
場
へ
足
を
運
ん

で
い
た
だ
き
、
地
域
と
の
繋
が
り
や
開
通

に
向
け
た
期
待
の
高
ま
り
を
肌
で
感
じ
な

が
ら
施
工
し
ま
し
た
。
ま
た
、
壁
高
欄
施

工
後
に
近
隣
の
小
学
生
、
園
児
を
招
い
て

現
場
見
学
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
見
学
会

で
は
、P
C
橋
の
説
明
、高
所
作
業
車
・シ
ョ

ベ
ル
カ
ー
の
試
乗
体
験
、
床
版
上
へ
の
お
絵

描
き
を
実
施
し
、
子
ど
も
た
ち
が
将
来
建

設
業
に
興
味
・
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

本
工
事
は
関
係
者
の
ご
協
力
に
よ
り
、令

和
7
年
3
月
に
無
事
故
で
工
期
内
に
完
成

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。車
道
部
に
関
し

て
は
令
和
7
年
4
月
に
地
元
の
皆
さ
ま
を

招
待
し
た
開
通
式
が
行
わ
れ
、供
用
を
開
始

し
て
い
ま
す
。最
後
に
な
り
ま
す
が
、本
橋
が

被
災
地
の
早
期
復
興
と
安
全・安
心
な
ま
ち

づ
く
り
の
実
現
に
繋
が
る
こ
と
を
祈
っ
て
お

り
ま
す
。

　
　
　

   ﹇
極
東
興
和
㈱　
田
野　

正
樹
﹈

Construction of viaduct with wide-area evacuation route functions
広域避難路機能を有する橋梁の整備

Bairin Viaduct

05.梅林高架橋(P3‐A2)
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広
島
市
の
阿
武
山
南
東
山
麓
に
位
置
す

る
八
木
・
緑
井
地
区
は
、
高
度
経
済
成
長

期
の
昭
和
40
年
代
に
急
速
に
宅
地
化
が
進

み
、
J
R
可
部
線
、
国
道
54
号
な
ど
の
交

通
基
盤
や
大
型
商
業
施
設
な
ど
の
生
活
利

便
性
に
恵
ま
れ
た
ベ
ッ
ト
タ
ウ
ン
で
す
。
同

地
区
は
、
平
成
26
年
8
月
未
明
か
ら
の
豪

雨
に
よ
り
、
10
箇
所
以
上
の
渓
流
に
お
い
て

土
石
流
が
発
生
し
、
土
砂
や
流
木
等
が
住

宅
地
へ
流
出
し
ま
し
た
。同
地
区
の
道
路
は
、

幹
線
道
路
が
な
く
、
急
勾
配
か
つ
狭
い
幅
員

で
、車
の
離
合
が
困
難
な
生
活
道
路
で
し
た
。

広
島
市
で
は
、
豪
雨
災
害
の
被
災
地
の
早

期
復
興
と
将
来
を
見
定
め
た
安
全
・
安
心

な
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に
向
け
た
「
復
興
ま

ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
」
が
策
定
さ
れ
、
土
石

流
か
ら
逃
れ
る
た
め
に
、
い
ち
早
く
退
避
で

き
、
大
型
車
両
の
進
入
も
可
能
な
広
域
避

難
路
と
し
て
都
市
計
画
道
路
が
計
画
さ
れ

ま
し
た
。
梅
林
高
架
橋
は
、
都
市
計
画
道

路
川
の
内
線
の
長
束
八
木
線
と
国
道
54
号

を
結
ぶ
延
長
約
3
0
0
ｍ
の
高
架
橋
で
す
。

　

弊
社
施
工
の
梅
林
高
架
橋
P
3-

A
2

は
、P
C
3
径
間
連
結
コ
ン
ポ
橋
２
連
で
橋

長
約
1
9
0
m
で
す
。本
橋
は
縦
断
勾
配

5
〜
7
%
の
橋
梁
で
、さ
ら
に
住
宅
と
生
活

道
路
お
よ
び
Ｊ
Ｒ
可
部
線
に
隣
接
し
た
架

設
環
境
で
し
た
。セ
グ
メ
ン
ト
桁
の
運
搬
は
、

狭
隘
か
つ
曲
り
角
が
多
い
住
宅
街
の
生
活

道
路
を
大
型
ト
レ
ー
ラ
ー
が
通
行
す
る
必

要
が
あ
り
、周
辺
住
民
に
対
す
る
夜
間
の
騒

音
が
懸
念
さ
れ
ま
し
た
。そ
の
た
め
、セ
グ
メ

ン
ト
分
割
数
を
増
や
し
、セ
グ
メ
ン
ト
重
量

を
低
減
す
る
こ
と
で
、終
日
通
行
可
能
な
大

型
ト
ラ
ッ
ク
で
の
運
搬
に
変
更
し
、夜
間
の

騒
音
発
生
リ
ス
ク
を
削
減
し
ま
し
た
。

　

施
工
期
間
中
は
地
域
と
の
積
極
的
な
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
こ
と
や
事
業
全

体
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
目
的
に
、

見
学
展
望
台
や
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
お
よ
び
現
場
の
進
捗
状
況
や
P
C
橋

に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
デ
ジ
タ
ル
サ

イ
ネ
ー
ジ
を
常
設
し
ま
し
た
。
日
々
、
多

く
の
地
域
住
民
の
方
に
現
場
へ
足
を
運
ん

で
い
た
だ
き
、
地
域
と
の
繋
が
り
や
開
通

に
向
け
た
期
待
の
高
ま
り
を
肌
で
感
じ
な

が
ら
施
工
し
ま
し
た
。
ま
た
、
壁
高
欄
施

工
後
に
近
隣
の
小
学
生
、
園
児
を
招
い
て

現
場
見
学
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
見
学
会

で
は
、P
C
橋
の
説
明
、高
所
作
業
車
・シ
ョ

ベ
ル
カ
ー
の
試
乗
体
験
、
床
版
上
へ
の
お
絵

描
き
を
実
施
し
、
子
ど
も
た
ち
が
将
来
建

設
業
に
興
味
・
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

本
工
事
は
関
係
者
の
ご
協
力
に
よ
り
、令

和
7
年
3
月
に
無
事
故
で
工
期
内
に
完
成

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。車
道
部
に
関
し

て
は
令
和
7
年
4
月
に
地
元
の
皆
さ
ま
を

招
待
し
た
開
通
式
が
行
わ
れ
、供
用
を
開
始

し
て
い
ま
す
。最
後
に
な
り
ま
す
が
、本
橋
が

被
災
地
の
早
期
復
興
と
安
全・安
心
な
ま
ち

づ
く
り
の
実
現
に
繋
が
る
こ
と
を
祈
っ
て
お

り
ま
す
。

　
　
　

   ﹇
極
東
興
和
㈱　
田
野　

正
樹
﹈

橋 名

発 注 者 名
施 工 会 社 名
施 工 場 所
工 期

構 造 形 式

橋 長
最 大 支 間 長
架 設 方 法

梅林高架橋（ばいりんこうかきょう）

広島県広島市
極東興和㈱
広島県広島市安佐南区
令和５年10月～令和７年３月

PC3径間連結コンポ橋　2連
（プレキャストセグメント）

95.5m+93.5m
31.8m
クレーン架設＋架設桁架設

▲ 架設状況

▲ お絵描き大会

▲ セグメント桁運搬状況

▲ インフォメーションセンター

1

広島東IC

広島IC

芸
備
線

可
部
線

アストラムライン

アストラムライン

梅林高架橋

183

54

54

太
田
川

山陽自動車道
山陽自動車道
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三
隅
・
益
田
道
路
は
山
陰
道
の一
部
区
間

で
あ
り
、島
根
県
浜
田
市
三
隅
町
と
益
田
市

遠
田
町
を
結
ぶ
施
工
中
の
道
路
で
す
。現
在

こ
の
区
間
は
一
般
国
道
9
号
が
唯
一の
主
要

幹
線
道
路
で
あ
り
、
カ
ー
ブ
が
多
く
起
伏
も

あ
る
た
め
交
通
事
故
が
多
発
し
て
お
り
、
交

通
事
故
や
災
害
な
ど
に
よ
る
通
行
止
め
時

に
は
大
幅
な
迂
回
が
必
要
と
な
り
、
地
域
間

の
交
通
に
支
障
を
き
た
し
て
い
ま
す
。一
般
国

道
9
号
の
代
替
機
能
の
確
保
と
共
に
、開
通

に
よ
る
所
要
時
間
の
短
縮
効
果
も
大
き
く
、

早
期
整
備
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
木
部
高
架
橋
は
、
三
隅
・
益
田
道
路
の

西
部
に
位
置
す
る
橋
長
2
7
2
m
の

P
C
4
径
間
連
続
ラ
ー
メ
ン
箱
桁
橋
で
す
。

ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
た
後
の
谷
を
渡
る
、
地
上

30
m
の
高
さ
へ
架
か
る
橋
梁
で
、
片
持
架
設

工
法
が
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

　
冬
場
に
日
本
海
か
ら
の
強
風
が
吹
く
環

境
の
も
と
、
飛
来
塩
分
な
ど
に
よ
る
鋼
材
の

腐
食
防
止
の
た
め
、
あ
ら
か
じ
め
工
場
に
て

鉄
筋
に
防
錆
剤
を
塗
布
し
た
の
ち
現
場
へ
納

入
し
早
期
に
組
立
て
を
行
い
、ま
た
、Ｐ
Ｃ
構

造
物
の
核
で
あ
る
Ｐ
Ｃ
鋼
材
は
組
立
直
前

に
納
入
し
速
や
か
に
使
用
す
る
な
ど
、
品
質

確
保
の
工
夫
を
行
い
ま
し
た
。次
に
、安
全
対

策
と
し
て
移
動
作
業
車
の
作
業
台
と
足
場

を
低
所
で
概
ね
組
立
て
電
動
チ
ェ
ー
ン
ブ

ロ
ッ
ク
で
吊
り
上
げ
る
こ
と
に
よ
り
、
高
所

作
業
を
低
減
し
ま
し
た
。

　
本
工
事
で
は
働
き
方
改
革
の
一
環
と
し
て
、

現
場
作
業
所
を
快
適
職
場
〝
ウ
ェ
ル
ネ
ス
事

務
所
〞と
し
て
整
備
し
ま
し
た
。〝
ウ
ェ
ル
ネ
ス

事
務
所
〞
と
は
、
社
員
だ
け
で
な
く
作
業
員

を
含
め
た
工
事
従
事
者
の
快
適
性
向
上
を

目
的
と
し
、業
務
と
休
憩
の
メ
リ
ハ
リ
が
つ
く

過
ご
し
や
す
い
居
住
空
間
を
コ
ン
セ
プ
ト
と

し
た
事
務
所
で
す
。日
本
海
に
面
し
た
ス
ペー

ス
は
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
ル
ー
ム
と
し
て
業
務
の

合
間
に
気
軽
に
休
憩
で
き
る
空
間
と
し
ま
し

た
。執
務
室
は
左
上
写
真
の
よ
う
に
、中
央
に

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
、
大
型
モ
ニ

タ
ー
で
の
打
合
せ
や
w
e
b
会
議
が
で
き
る

よ
う
に
し
ま
し
た
。業
務
デ
ス
ク
の
配
置
を

皆
が
同
じ
方
向
を
向
く
ス
タ
イ
ル
に
し
、個
々

が
業
務
に
集
中
で
き
る
環
境
を
作
り
ま
し
た
。

そ
の
他
、
ラ
ン
ド
リ
ー
コ
ー
ナ
ー
や
シ
ャ
ワ
ー The bridge that plays a part in the "Connect the San-in Expressway" initiative

「つなげよう山陰道 !」の一翼を担って

Kibe Viaduct

06.木部高架橋

ル
ー
ム
を
備
え
ま
し
た
。工
事
従
事
者
や
来

客
の
評
判
も
良
く
、
今
後
、
会
社
と
し
て
も

ウ
ェ
ル
ネ
ス
事
務
所
の
導
入
に
よ
る
快
適
な

職
場
作
り
を
実
現
し
て
い
く
計
画
で
す
。

　
本
橋
は
、地
域
の
皆
様
や
関
係
各
位
の
ご

協
力
の
も
と
無
事
故
無
災
害
で
工
事
を
終

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。地
元
の
小
学
生

を
対
象
と
し
た
現
場
見
学
会
で
は
、
箱
桁

内
部
へ
の
お
絵
描
き
体
験
を
実
施
し
ま
し

た
。「
開
通
し
た
ら
こ
こ
を
通
り
た
い
！ 
大

人
に
な
っ
た
ら
ま
た
こ
の
絵
を
見
た
い
！
」

と
キ
ラ
キ
ラ
し
た
瞳
で
話
し
か
け
て
く
れ
た

子
ど
も
た
ち
、
現
場
見
学
会
に
来
て
い
た
だ

い
た
地
域
の
方
々
の
笑
顔
は
、
従
事
者
に

と
っ
て
最
高
の
ご
褒
美
と
な
り
ま
し
た
。山

陰
道
の
早
期
全
線
開
通
と
沿
線
地
域
の
さ

ら
な
る
発
展
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

　   ﹇
㈱
富
士
ピ
ー
・
エ
ス
　
松
藤 

将
志
﹈
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三
隅
・
益
田
道
路
は
山
陰
道
の一
部
区
間

で
あ
り
、島
根
県
浜
田
市
三
隅
町
と
益
田
市

遠
田
町
を
結
ぶ
施
工
中
の
道
路
で
す
。現
在

こ
の
区
間
は
一
般
国
道
9
号
が
唯
一の
主
要

幹
線
道
路
で
あ
り
、
カ
ー
ブ
が
多
く
起
伏
も

あ
る
た
め
交
通
事
故
が
多
発
し
て
お
り
、
交

通
事
故
や
災
害
な
ど
に
よ
る
通
行
止
め
時

に
は
大
幅
な
迂
回
が
必
要
と
な
り
、
地
域
間

の
交
通
に
支
障
を
き
た
し
て
い
ま
す
。一
般
国

道
9
号
の
代
替
機
能
の
確
保
と
共
に
、開
通

に
よ
る
所
要
時
間
の
短
縮
効
果
も
大
き
く
、

早
期
整
備
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
木
部
高
架
橋
は
、
三
隅
・
益
田
道
路
の

西
部
に
位
置
す
る
橋
長
2
7
2
m
の

P
C
4
径
間
連
続
ラ
ー
メ
ン
箱
桁
橋
で
す
。

ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
た
後
の
谷
を
渡
る
、
地
上

30
m
の
高
さ
へ
架
か
る
橋
梁
で
、
片
持
架
設

工
法
が
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

　
冬
場
に
日
本
海
か
ら
の
強
風
が
吹
く
環

境
の
も
と
、
飛
来
塩
分
な
ど
に
よ
る
鋼
材
の

腐
食
防
止
の
た
め
、
あ
ら
か
じ
め
工
場
に
て

鉄
筋
に
防
錆
剤
を
塗
布
し
た
の
ち
現
場
へ
納

入
し
早
期
に
組
立
て
を
行
い
、ま
た
、Ｐ
Ｃ
構

造
物
の
核
で
あ
る
Ｐ
Ｃ
鋼
材
は
組
立
直
前

に
納
入
し
速
や
か
に
使
用
す
る
な
ど
、
品
質

確
保
の
工
夫
を
行
い
ま
し
た
。次
に
、安
全
対

策
と
し
て
移
動
作
業
車
の
作
業
台
と
足
場

を
低
所
で
概
ね
組
立
て
電
動
チ
ェ
ー
ン
ブ

ロ
ッ
ク
で
吊
り
上
げ
る
こ
と
に
よ
り
、
高
所

作
業
を
低
減
し
ま
し
た
。

　
本
工
事
で
は
働
き
方
改
革
の
一
環
と
し
て
、

現
場
作
業
所
を
快
適
職
場
〝
ウ
ェ
ル
ネ
ス
事

務
所
〞と
し
て
整
備
し
ま
し
た
。〝
ウ
ェ
ル
ネ
ス

事
務
所
〞
と
は
、
社
員
だ
け
で
な
く
作
業
員

を
含
め
た
工
事
従
事
者
の
快
適
性
向
上
を

目
的
と
し
、業
務
と
休
憩
の
メ
リ
ハ
リ
が
つ
く

過
ご
し
や
す
い
居
住
空
間
を
コ
ン
セ
プ
ト
と

し
た
事
務
所
で
す
。日
本
海
に
面
し
た
ス
ペー

ス
は
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
ル
ー
ム
と
し
て
業
務
の

合
間
に
気
軽
に
休
憩
で
き
る
空
間
と
し
ま
し

た
。執
務
室
は
左
上
写
真
の
よ
う
に
、中
央
に

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
、
大
型
モ
ニ

タ
ー
で
の
打
合
せ
や
w
e
b
会
議
が
で
き
る

よ
う
に
し
ま
し
た
。業
務
デ
ス
ク
の
配
置
を

皆
が
同
じ
方
向
を
向
く
ス
タ
イ
ル
に
し
、個
々

が
業
務
に
集
中
で
き
る
環
境
を
作
り
ま
し
た
。

そ
の
他
、
ラ
ン
ド
リ
ー
コ
ー
ナ
ー
や
シ
ャ
ワ
ー

橋 名

発 注 者 名
施 工 会 社 名
施 工 場 所
工 期
構 造 形 式
橋 長

最 大 支 間 長
架 設 方 法

木部高架橋（きべこうかきょう）

国土交通省 中国地方整備局
㈱富士ピー・エス
島根県益田市木部町
令和４年12月～令和７年１月
PC4径間連続ラーメン箱桁橋
272.0m

86.0m
片持架設

▲ ウェルネス事務所 執務室

▲ 箱桁内部でのお絵描き

▲ 架設状況

▲ リフレッシュルーム

ル
ー
ム
を
備
え
ま
し
た
。工
事
従
事
者
や
来

客
の
評
判
も
良
く
、
今
後
、
会
社
と
し
て
も

ウ
ェ
ル
ネ
ス
事
務
所
の
導
入
に
よ
る
快
適
な

職
場
作
り
を
実
現
し
て
い
く
計
画
で
す
。

　
本
橋
は
、地
域
の
皆
様
や
関
係
各
位
の
ご

協
力
の
も
と
無
事
故
無
災
害
で
工
事
を
終

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。地
元
の
小
学
生

を
対
象
と
し
た
現
場
見
学
会
で
は
、
箱
桁

内
部
へ
の
お
絵
描
き
体
験
を
実
施
し
ま
し

た
。「
開
通
し
た
ら
こ
こ
を
通
り
た
い
！ 

大

人
に
な
っ
た
ら
ま
た
こ
の
絵
を
見
た
い
！
」

と
キ
ラ
キ
ラ
し
た
瞳
で
話
し
か
け
て
く
れ
た

子
ど
も
た
ち
、
現
場
見
学
会
に
来
て
い
た
だ

い
た
地
域
の
方
々
の
笑
顔
は
、
従
事
者
に

と
っ
て
最
高
の
ご
褒
美
と
な
り
ま
し
た
。山

陰
道
の
早
期
全
線
開
通
と
沿
線
地
域
の
さ

ら
な
る
発
展
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

　   ﹇
㈱
富
士
ピ
ー
・
エ
ス
　
松
藤 

将
志
﹈

9

木部高架橋

山陰
本線

山陰
本線

遠田IC

　久城IC
山陰
自動
車道

山陰
自動
車道

石見津田

鎌手
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九
州
北
西
部
の
広
域
的
な
連
携
を
図
り
、

地
域
の
産
業
・
経
済
・
観
光
な
ど
の
発
展

に
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
事
業
の
西
九

州
自
動
車
道
（
佐
世
保
道
路
：
佐
々
Ｉ
Ｃ

〜
佐
世
保
大
塔
Ｉ
Ｃ
間
）
の
４
車
線
化
工

事
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。そ
の
一
環
と
し
て
、

長
崎
県
佐
世
保
市
竹
辺
町
〜
小
野
町
に
わ

た
る
延
長
約
２
㎞
の
区
間
に
、
新
た
に
３
つ

の
橋
梁
を
建
設
す
る
工
事
を
行
い
ま
し
た
。

　

本
工
事
の
３
橋
は
、
橋
ご
と
に
構
造
形
式

と
架
設
工
法
が
異
な
り
ま
す
。そ
れ
ぞ
れ
の

橋
梁
工
事
に
影
響
す
る
多
く
の
項
目
や
施
工

条
件
を
把
握
し
、
適
切
な
施
工
計
画
を
検
討

す
る
こ
と
に
注
力
し
ま
し
た
。

　
３
橋
を
ほ
ぼ
同
時
の
施
工
を
す
る
こ
と
に

な
る
た
め
、
施
工
計
画
、
役
割
分
担
等
を
よ

り
明
確
に
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。弊
社

保
有
の
特
許
工
法
で
あ
る
Ｓ
Ｃ
Ｂ
Ｒ
工
法
が

採
用
さ
れ
た
竹
辺
１
号
橋
の
Ｐ
Ｃ
８
径
間

連
結
プ
レ
テ
ン
床
版
橋
の
施
工
は
、
並
走
す

る
側
道
お
よ
び
交
差
道
路
が
３
本
存
在
し

ま
し
た
。ま
た
民
家
、施
設
等
が
近
接
し
て
お

り
、
夜
間
作
業
や
道
路
通
行
止
め
で
の
工
事

も
実
施
し
ま
し
た
。周
辺
住
民
の
皆
さ
ま
へ

は
事
前
に
十
分
な
告
知
を
行
い
理
解
を
得

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。小
野
橋
で
は
施
工

ヤ
ー
ド
を
他
工
事
と
供
用
す
る
た
め
綿
密

な
協
議
、工
程
の
共
有
、的
確
な
ヤ
ー
ド
ル
ー

ル
の
作
成
、ル
ー
ル
の
順
守
に
努
め
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
特
許
工
法
の
Ｓ
Ｃ
Ｂ
Ｒ
工
法
に

つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

　

プ
レ
テ
ン
シ
ョ
ン
方
式
Ｐ
Ｃ
連
続
桁
橋
の

連
結
部
に
つ
い
て
、
施
工
性
・
経
済
性
・
耐

久
性
・
景
観
性
な
ど
を
配
慮
し
た
工
法
で
す
。

中
間
支
点
の
支
承
上
に
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
横

梁
を
設
置
し
、そ
れ
を
介
し
て
主
桁
を
連
結

す
る
構
造
で
あ
る
た
め
、
支
承
は
架
設
時
・

連
結
後
と
も
に
１
点
支
承
で
の
支
持
が
可

能
と
な
り
ま
す
。大
幅
に
支
承
数
を
低
減
で

き
る
た
め
、コ
ス
ト
縮
減
や
維
持
管
理
の
容

易
化
が
図
れ
ま
す
。

　

本
工
事
の
Ｓ
Ｃ
Ｂ
Ｒ
工
法
の
施
工
に
お
い

て
は
、
横
梁
を
先
行
し
て
架
設
し
た
後
、
各

径
間
の
主
桁
架
設
を
行
い
ま
し
た
。ヤ
ー
ド

内
の
主
桁
運
搬
ト
レ
ー
ラ
ー
待
機
ス
ペ
ー
ス

の
制
約
に
よ
り
、
１
径
間
当
た
り
13
本
の
主

桁
架
設
を
３
日
間
で
行
い
ま
し
た
。ま
た
、８

径
間
中
１
径
間
は
交
差
道
路
を
通
行
止
め

に
し
て
夜
間
架
設
を
行
い
ま
し
た
が
、
主
桁

13
本
を
場
内
に
一
旦
仮
置
き
す
る
こ
と
で
一

日
で
架
設
を
完
了
す
る
こ
と
が
で
き
、
夜
間

作
業
日
数
の
短
縮
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
地
域
の
皆
さ
ま
、発
注
者
、施
工

協
力
会
社
の
ご
協
力
の
お
か
げ
を
も
ち
ま

し
て
無
事
故
無
災
害
で
竣
工
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。ま
た
こ
の
現
場
で
は
多
数

の
見
学
会
を
開
催
し
、
本
工
事
お
よ
び
Ｐ

Ｃ
橋
梁
や
架
設
工
工
法
の
ご
理
解
に
貢
献

で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

本
工
事
で
拡
う
な
っ
た
西
九
州
道
に
よ
り
、

安
全
性
・
走
行
性
の
向
上
に
よ
る
物
流
の

効
率
化
、
災
害
時
の
機
能
の
強
化
な
ど
の
さ

ら
な
る
地
域
の
発
展
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

    ﹇
オ
リ
エ
ン
タ
ル
白
石
㈱ 

有
吉 

竜
二
﹈

Nishi-Kyushu Expressway has been widened
拡うなるばい‼ 西九州道

Takebe Bridge No. 1 and 2 other bridges

07.竹辺１号橋他２橋
ひろ



26  　PCプレス　2025 ／ Sept. ／ Vol.038

PRESTRESSED CONCRETE CONTRACTORS ASSOCIATION

　
九
州
北
西
部
の
広
域
的
な
連
携
を
図
り
、

地
域
の
産
業
・
経
済
・
観
光
な
ど
の
発
展

に
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
事
業
の
西
九

州
自
動
車
道
（
佐
世
保
道
路
：
佐
々
Ｉ
Ｃ

〜
佐
世
保
大
塔
Ｉ
Ｃ
間
）
の
４
車
線
化
工

事
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。そ
の
一
環
と
し
て
、

長
崎
県
佐
世
保
市
竹
辺
町
〜
小
野
町
に
わ

た
る
延
長
約
２
㎞
の
区
間
に
、
新
た
に
３
つ

の
橋
梁
を
建
設
す
る
工
事
を
行
い
ま
し
た
。

　

本
工
事
の
３
橋
は
、
橋
ご
と
に
構
造
形
式

と
架
設
工
法
が
異
な
り
ま
す
。そ
れ
ぞ
れ
の

橋
梁
工
事
に
影
響
す
る
多
く
の
項
目
や
施
工

条
件
を
把
握
し
、
適
切
な
施
工
計
画
を
検
討

す
る
こ
と
に
注
力
し
ま
し
た
。

　
３
橋
を
ほ
ぼ
同
時
の
施
工
を
す
る
こ
と
に

な
る
た
め
、
施
工
計
画
、
役
割
分
担
等
を
よ

り
明
確
に
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。弊
社

保
有
の
特
許
工
法
で
あ
る
Ｓ
Ｃ
Ｂ
Ｒ
工
法
が

採
用
さ
れ
た
竹
辺
１
号
橋
の
Ｐ
Ｃ
８
径
間

連
結
プ
レ
テ
ン
床
版
橋
の
施
工
は
、
並
走
す

る
側
道
お
よ
び
交
差
道
路
が
３
本
存
在
し

ま
し
た
。ま
た
民
家
、施
設
等
が
近
接
し
て
お

り
、
夜
間
作
業
や
道
路
通
行
止
め
で
の
工
事

も
実
施
し
ま
し
た
。周
辺
住
民
の
皆
さ
ま
へ

は
事
前
に
十
分
な
告
知
を
行
い
理
解
を
得

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。小
野
橋
で
は
施
工

ヤ
ー
ド
を
他
工
事
と
供
用
す
る
た
め
綿
密

な
協
議
、工
程
の
共
有
、的
確
な
ヤ
ー
ド
ル
ー

ル
の
作
成
、ル
ー
ル
の
順
守
に
努
め
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
特
許
工
法
の
Ｓ
Ｃ
Ｂ
Ｒ
工
法
に

つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

　

プ
レ
テ
ン
シ
ョ
ン
方
式
Ｐ
Ｃ
連
続
桁
橋
の

連
結
部
に
つ
い
て
、
施
工
性
・
経
済
性
・
耐

久
性
・
景
観
性
な
ど
を
配
慮
し
た
工
法
で
す
。

中
間
支
点
の
支
承
上
に
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
横

梁
を
設
置
し
、そ
れ
を
介
し
て
主
桁
を
連
結

す
る
構
造
で
あ
る
た
め
、
支
承
は
架
設
時
・

連
結
後
と
も
に
１
点
支
承
で
の
支
持
が
可

能
と
な
り
ま
す
。大
幅
に
支
承
数
を
低
減
で

き
る
た
め
、コ
ス
ト
縮
減
や
維
持
管
理
の
容

易
化
が
図
れ
ま
す
。

　

本
工
事
の
Ｓ
Ｃ
Ｂ
Ｒ
工
法
の
施
工
に
お
い

て
は
、
横
梁
を
先
行
し
て
架
設
し
た
後
、
各

径
間
の
主
桁
架
設
を
行
い
ま
し
た
。ヤ
ー
ド

内
の
主
桁
運
搬
ト
レ
ー
ラ
ー
待
機
ス
ペ
ー
ス

の
制
約
に
よ
り
、
１
径
間
当
た
り
13
本
の
主

桁
架
設
を
３
日
間
で
行
い
ま
し
た
。ま
た
、８

径
間
中
１
径
間
は
交
差
道
路
を
通
行
止
め

に
し
て
夜
間
架
設
を
行
い
ま
し
た
が
、
主
桁

13
本
を
場
内
に
一
旦
仮
置
き
す
る
こ
と
で
一

日
で
架
設
を
完
了
す
る
こ
と
が
で
き
、
夜
間

作
業
日
数
の
短
縮
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
地
域
の
皆
さ
ま
、発
注
者
、施
工

協
力
会
社
の
ご
協
力
の
お
か
げ
を
も
ち
ま

し
て
無
事
故
無
災
害
で
竣
工
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。ま
た
こ
の
現
場
で
は
多
数

の
見
学
会
を
開
催
し
、
本
工
事
お
よ
び
Ｐ

Ｃ
橋
梁
や
架
設
工
工
法
の
ご
理
解
に
貢
献

で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

本
工
事
で
拡
う
な
っ
た
西
九
州
道
に
よ
り
、

安
全
性
・
走
行
性
の
向
上
に
よ
る
物
流
の

効
率
化
、
災
害
時
の
機
能
の
強
化
な
ど
の
さ

ら
な
る
地
域
の
発
展
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

    ﹇
オ
リ
エ
ン
タ
ル
白
石
㈱ 

有
吉 

竜
二
﹈

橋 名 ①竹辺１号橋（たけべいちごうきょう） 
②竹辺 2号橋（たけべにごうきょう）   ③小野橋（おのばし）

発 注 者 名 西日本高速道路㈱
施 工 会 社 名 オリエンタル白石㈱
施 工 場 所 長崎県佐世保市竹辺町～小野町
工 期 令和４年４月～令和７年２月

構 造 形 式

①RC５径間連続多主版桁橋＋PC 単純版桁橋＋RC４
　径間連続多主版桁＋PC８径間連結プレテンション
　床版橋   
②PC３径間連続ラーメン箱桁橋
③PC５径間連結コンポ桁橋

橋 長 ①329m  ②160m　③177m
最 大 支 間 長 ①31.5m  ②70.5m　③34.4m

架 設 方 法 ①固定式支保工＋クレーン架設
②片持架設   ③架設桁架設

▲ 竹辺１号橋主桁架設

▲ 竹辺２号橋片持架設

▲ 竹辺１号橋横梁先行架設完了

▲ 見学会でSCBR工法を説明

相浦中里IC

佐世保中央IC

松浦鉄道

西九州自動車道

西九州自動車道

204

498

竹辺1号橋他2橋

相
浦
川

佐
々
川
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Safe demolition method for an old highway overpass
高速道路上にある古い橋梁の安全な取り壊し

Demolition of the Sugitani second Overpass

08.杉谷第２跨道橋撤去工事

件 名

発 注 者 名
施 工 会 社 名
施 工 場 所

杉谷第 2跨道橋撤去工事
（すぎたにだいにこどうきょうてっきょこうじ）

中日本高速道路㈱
川田建設㈱
富山県射水市上野～富山県富山市黒崎

工 期
構 造 形 式
延 長

撤 去 方 法

令和６年２月～令和７年２月
PC斜材付π型ラーメン橋
橋長：59.6m

大型クレーンを用いた分割撤去工法
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杉
谷
第
２
跨
道
橋
は
、
北
陸
自
動
車
道

の
富
山
I
C
と
富
山
西
I
C
間
の
本
線
上

に
架
か
る
跨
道
橋
で
、
昭
和
50
（
１
９
７

５
）年
に
完
成
し
、
そ
の
後
、
富
山
市
が
管

理
し
て
き
ま
し
た
。平
成
20
（
２
０
０
８
）

年
の
点
検
で
、
ア
ル
カ
リ
骨
材
反
応
が
原

因
の
ひ
び
割
れ
が
広
範
囲
に
確
認
さ
れ
、

表
面
被
覆
に
よ
る
補
修
が
行
わ
れ
ま
し
た

が
、
補
修
後
も
ひ
び
割
れ
の
進
行
や
被
覆

材
下
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
う
き
が
確
認
さ
れ

た
こ
と
か
ら
、
平
成
29（
２
０
１
７
）年
に

は
安
全
の
た
め
通
行
止
め
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
の
調
査
を
経
て
、
こ
の
橋
梁
を
撤

去
す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

こ
の
橋
梁
は
長
さ
約
60
m
、
幅
５
・
５

m
で
、
高
速
道
路
の
上
に
架
か
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
撤
去
に
は
特
別
な
工
夫
が
必

要
で
し
た
。最
初
の
計
画
で
は
、大
型
の
運

搬
台
車
で
橋
梁
を
丸
ご
と
持
ち
上
げ
て
撤

去
す
る
方
法
が
考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、

橋
梁
の
重
量
が
あ
る
こ
と
、
橋
梁
か
ら
道

路
ま
で
の
高
さ
が
あ
る
こ
と
や
作
業
時
間

の
問
題
か
ら
、
７
０
０
t
吊
り
の
大
型
ク

レ
ー
ン
４
台
を
使
っ
て
橋
梁
を
12
個
の
ブ

ロ
ッ
ク
に
分
け
て
撤
去
す
る
方
法
に
変
更

し
ま
し
た
。こ
の
方
法
に
よ
り
、対
面
通
行

規
制
の
期
間
を
51
日
間
か
ら
39
日
間
に
短

縮
し
、
高
速
道
路
の
交
通
へ
の
影
響
を
減

ら
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
撤
去
す
る
橋
梁
の
コ
ン
ク
リ
ー

▲ ブロック撤去状況

▲ ブロック撤去状況

▲ ブロック撤去完了

ト
に
は
、ひ
び
割
れ
が
多
く
、コ
ン
ク
リ
ー

ト
の
強
度
が
落
ち
て
い
る
可
能
性
が
あ
っ

た
た
め
、
事
前
に
特
殊
な
樹
脂
を
注
入
し

て
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
内
部
を
補
強
し
ま
し

た（
内
圧
充
填
接
合
補
強（
Ｉ
Ｐ
Ｈ
）工
法
）。

さ
ら
に
、
橋
体
の
切
断
作
業
は
路
面
か
ら

12
ｍ
で
行
わ
れ
る
た
め
、
作
業
時
中
に
部

材
が
落
下
し
た
場
合
の
被
害
が
大
き
い
と

想
定
さ
れ
、
橋
梁
の
下
に
移
動
ベ
ン
ト
を

設
置
し
ま
し
た
。こ
れ
に
よ
り
、安
全
に
作

業
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、作
業
の
計
画
に
は
、施
工
手
順

を
３
Ｄ
モ
デ
ル
化
し
、
さ
ら
に
時
間
軸
を

追
加
し
た「
４
Ｄ
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
」を

活
用
し
ま
し
た
。こ
れ
に
よ
り
、撤
去
作
業

の
流
れ
を
事
前
に
確
認
し
、
関
係
者
全
員

で
作
業
情
報
を
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。当
日
は
現
場
に
大
型
モ
ニ
タ
ー
を

設
置
し
、
実
際
の
作
業
と
計
画
を
見
比
べ

な
が
ら
撤
去
作
業
の
進
行
を
管
理
し
ま
し

た
。

　

こ
の
よ
う
に
し
て
、
橋
梁
の
撤
去
は
無

事
に
終
わ
り
、事
故
も
な
く
、予
定
よ
り
短

い
期
間
で
完
了
し
ま
し
た
。交
通
へ
の
影

響
を
減
ら
し
、
工
事
費
用
も
抑
え
る
こ
と

が
で
き
た
こ
の
取
り
組
み
は
、
今
後
の
同

様
の
工
事
に
役
立
つ
こ
と
を
祈
念
し
て
お

り
ま
す
。

             ﹇
川
田
建
設
㈱ 

野
岸 

由
二
朗
﹈

41

59

59

68

31

9

62
杉谷第２跨道橋撤去工事

富山西IC
北陸自動車道北陸自動車道

高
山
本
線

高
山
本
線

速星

婦中鵜坂

西富山
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愛
知
県
体
育
館
は
、昭
和
39（
1
9
6
4
）

年
10
月
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
直
前
に
完

成
し
、以
来
、半
世
紀
以
上
、夏
の
風
物
詩
に

も
な
っ
て
い
る
大
相
撲
名
古
屋
場
所
の
開
催

な
ど
を
通
し
て
、県
民
に
親
し
ま
れ
て
い
る
施

設
で
し
た
。し
か
し
な
が
ら
、
施
設
の
老
朽
化

と
と
も
に
、
国
際
大
会
を
開
催
す
る
た
め
の

規
模
・
機
能
が
国
際
水
準
を
満
た
し
て
い
な

い
た
め
、
令
和
8（
2
0
2
6
）年
に
開
催
予

定
の「
第
20
回
ア
ジ
ア
競
技
大
会
」に
利
用
で

き
る
よ
う
、
愛
知
県
新
体
育
館
の
整
備
が
進

め
ら
れ
、I
G
ア
リ
ー
ナ
が
完
成
し
ま
し
た
。

　
名
古
屋
城
が
あ
る
名
城
公
園
内
に
位
置

し
、 

国
際
大
会
を
開
催
す
る
た
め
に
必
要

な
規
模
・
機
能
を
有
す
る
こ
と
で
、
国
際

ス
ポ
ー
ツ
大
会
な
ど
の
誘
致
を
可
能
と
し
、

か
つ
、
大
相
撲
名
古
屋
場
所
の
開
催
な
ど

体
育
館
が
担
っ
て
き
た
伝
統
や
歴
史
を
さ

ら
に
発
展
さ
せ
て
い
く
愛
知
・
名
古
屋
の

シ
ン
ボ
ル
と
な
る
施
設
で
す
。

　
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ
に
は
日
本
国
内
で
初
め

て
「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
オ
ー
バル
型
（
オ
ー
バル

型
＋
馬
蹄
型
）」
の
観
客
席
と
30
m
以
上
の

天
井
高
さ
を
確
保
し
、
オ
ー
バル
型
が
適
し

た
各
種
ス
ポ
ー
ツ
か
ら
馬
蹄
型
が
適
し
た

音
楽
イ
ベ
ン
ト
、
広
い
競
技
面
が
必
要
な

フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
ま
で
、
質
の
高
い
観

戦
･
鑑
賞
体
験
で
き
、
大
規
模
な
V
I
P

ル
ー
ム
や
多
様
な
飲
食
・
物
販
店
舗
も
設

置
さ
れ
、
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
機
能
を
充
実
し

た
さ
ま
ざ
ま
な
利
用
者
ニ
ー
ズ
に
的
確
に

対
応
し
た
グ
ロ
ー
バル
水
準
の
施
設
で
す
。

　
建
物
構
成
は
、1
5
0
・
5
m
× 

1
3
4
・
0
m
の
馬
蹄
形
屋
根
を
持
つ
メ

イ
ン
ア
リ
ー
ナ
に
対
し
て
、東
側
に
楕
円

形
屋
根
を
持
つ
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ
、南
側
に

ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ
の
取
付
く
形
状

と
な
っ
て
お
り
、各
部
を
包
絡
し
た
一
体

の
架
構
形
状
で
、長
手
方
向
で
全
長

1
9
7
・
8
m
を
有
し
て
い
ま
す
。メ
イ
ン

ア
リ
ー
ナ
屋
根
架
構
は
、大
ス
パ
ン
屋
根

を
効
率
よ
く
受
け
る
た
め
、屋
根
全
周
に

支
点
を
設
け
た
立
体
ト
ラ
ス
構
造
と
し
、

制
振
部
材（
オ
イ
ル
ダ
ン
パ
ー
）を
配
置
す

る
こ
と
で
、屋
根
架
構
に
作
用
す
る
地
震

力
を
低
減
し
て
い
ま
す
。

　
屋
根
以
外
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
で

す
が
、
観
客
席
の
床
は
Ｐ
Ｃ
段
床
版
と
す

る
こ
と
で
仕
上
が
り
の
美
し
さ
と
と
も
に

耐
久
性
を
向
上
さ
せ
、ま
た
、円
周
上
現
場

緊
張
プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
梁

に
よ
る
ロ
ン
グ
ス
パ
ン
化
で
柱
を
省
略
す

る
こ
と
で
視
野
の
確
保
な
ど
Ｐ
Ｃ
技
術
を

取
り
入
れ
て
建
物
の
性
能
を
向
上
さ
せ
て

い
ま
す
。

　
令
和
7（
2
0
2
5
）年
の
夏
か
ら
本
格

的
に
利
用
さ
れ
、
大
相
撲
や
コ
ン
サ
ー
ト

な
ど
全
国
的
、
世
界
的
な
イ
ベ
ン
ト
が
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、来
場
の
際
は
、イ

ベ
ン
ト
の
合
間
に
観
客
席
の
P
C
床
も
眺

め
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

﹇
前
田
建
設
・
隈
研
吾
建
築
都
市
設
計
事

務
所
・
大
建
設
計
　
愛
知
国
際
ア
リ
ー
ナ

設
計
共
同
体
﹈

The birth of Japan’s largest hybrid entertainment arena

日本最大級のハイブリッド
エンターテインメントアリーナ誕生

IG Arena

09. IGアリーナ
ⓒAIA
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愛
知
県
体
育
館
は
、昭
和
39（
1
9
6
4
）

年
10
月
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
直
前
に
完

成
し
、以
来
、半
世
紀
以
上
、夏
の
風
物
詩
に

も
な
っ
て
い
る
大
相
撲
名
古
屋
場
所
の
開
催

な
ど
を
通
し
て
、県
民
に
親
し
ま
れ
て
い
る
施

設
で
し
た
。し
か
し
な
が
ら
、
施
設
の
老
朽
化

と
と
も
に
、
国
際
大
会
を
開
催
す
る
た
め
の

規
模
・
機
能
が
国
際
水
準
を
満
た
し
て
い
な

い
た
め
、
令
和
8（
2
0
2
6
）年
に
開
催
予

定
の「
第
20
回
ア
ジ
ア
競
技
大
会
」に
利
用
で

き
る
よ
う
、
愛
知
県
新
体
育
館
の
整
備
が
進

め
ら
れ
、I
G
ア
リ
ー
ナ
が
完
成
し
ま
し
た
。

　
名
古
屋
城
が
あ
る
名
城
公
園
内
に
位
置

し
、 

国
際
大
会
を
開
催
す
る
た
め
に
必
要

な
規
模
・
機
能
を
有
す
る
こ
と
で
、
国
際

ス
ポ
ー
ツ
大
会
な
ど
の
誘
致
を
可
能
と
し
、

か
つ
、
大
相
撲
名
古
屋
場
所
の
開
催
な
ど

体
育
館
が
担
っ
て
き
た
伝
統
や
歴
史
を
さ

ら
に
発
展
さ
せ
て
い
く
愛
知
・
名
古
屋
の

シ
ン
ボ
ル
と
な
る
施
設
で
す
。

　
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ
に
は
日
本
国
内
で
初
め

て
「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
オ
ー
バル
型
（
オ
ー
バル

型
＋
馬
蹄
型
）」
の
観
客
席
と
30
m
以
上
の

天
井
高
さ
を
確
保
し
、
オ
ー
バル
型
が
適
し

た
各
種
ス
ポ
ー
ツ
か
ら
馬
蹄
型
が
適
し
た

音
楽
イ
ベ
ン
ト
、
広
い
競
技
面
が
必
要
な

フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
ま
で
、
質
の
高
い
観

戦
･
鑑
賞
体
験
で
き
、
大
規
模
な
V
I
P

ル
ー
ム
や
多
様
な
飲
食
・
物
販
店
舗
も
設

置
さ
れ
、
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
機
能
を
充
実
し

た
さ
ま
ざ
ま
な
利
用
者
ニ
ー
ズ
に
的
確
に

対
応
し
た
グ
ロ
ー
バル
水
準
の
施
設
で
す
。

　
建
物
構
成
は
、1
5
0
・
5
m
× 

1
3
4
・
0
m
の
馬
蹄
形
屋
根
を
持
つ
メ

イ
ン
ア
リ
ー
ナ
に
対
し
て
、東
側
に
楕
円

形
屋
根
を
持
つ
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ
、南
側
に

ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ
の
取
付
く
形
状

と
な
っ
て
お
り
、各
部
を
包
絡
し
た
一
体

の
架
構
形
状
で
、長
手
方
向
で
全
長

1
9
7
・
8
m
を
有
し
て
い
ま
す
。メ
イ
ン

ア
リ
ー
ナ
屋
根
架
構
は
、大
ス
パ
ン
屋
根

を
効
率
よ
く
受
け
る
た
め
、屋
根
全
周
に

支
点
を
設
け
た
立
体
ト
ラ
ス
構
造
と
し
、

制
振
部
材（
オ
イ
ル
ダ
ン
パ
ー
）を
配
置
す

る
こ
と
で
、屋
根
架
構
に
作
用
す
る
地
震

力
を
低
減
し
て
い
ま
す
。

　
屋
根
以
外
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
で

す
が
、
観
客
席
の
床
は
Ｐ
Ｃ
段
床
版
と
す

る
こ
と
で
仕
上
が
り
の
美
し
さ
と
と
も
に

耐
久
性
を
向
上
さ
せ
、ま
た
、円
周
上
現
場

緊
張
プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
梁

に
よ
る
ロ
ン
グ
ス
パ
ン
化
で
柱
を
省
略
す

る
こ
と
で
視
野
の
確
保
な
ど
Ｐ
Ｃ
技
術
を

取
り
入
れ
て
建
物
の
性
能
を
向
上
さ
せ
て

い
ま
す
。

　
令
和
7（
2
0
2
5
）年
の
夏
か
ら
本
格

的
に
利
用
さ
れ
、
大
相
撲
や
コ
ン
サ
ー
ト

な
ど
全
国
的
、
世
界
的
な
イ
ベ
ン
ト
が
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、来
場
の
際
は
、イ

ベ
ン
ト
の
合
間
に
観
客
席
の
P
C
床
も
眺

め
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

﹇
前
田
建
設
・
隈
研
吾
建
築
都
市
設
計
事

務
所
・
大
建
設
計
　
愛
知
国
際
ア
リ
ー
ナ

設
計
共
同
体
﹈

▲ アリーナ内部スタンド

▲ プレキャスト段梁とPC段床版

▲ アリーナ外観

▲ 施工状況

map制作前 件 名 IGアリーナ（愛知国際アリーナ）
 （あいじーありーな / あいちこくさいありーな）

発 注 者 名 ㈱愛知国際アリーナ
事 業 主 体 愛知県
施 工 会 社 名 前田建設工業㈱ 

設 計・監 理 前田建設・隈研吾建築都市設計事務所・大建
設計　愛知国際アリーナ設計共同体

施 工 場 所 愛知県名古屋市北区名城
工 期 令和４年７月～令和７年３月
構 造 形 式 RC造（一部、S造、PC造）

規 模
地上６階
建築面積：26,853.76 ㎡
延床面積：62,540.68 ㎡

PC適 用 箇 所 観客席の床、大梁

施 工 方 法 段床版：プレテンション工法
大梁：ポストテンション工法

IGアリーナ

6

1

5 2

C1

C1

東海道本線

中
央
西
線

中
央
西
線

東海道新幹線

22
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153
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名古屋城

名古屋

215 215

60
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六
甲
お
ろ
し
は
尼
崎
の
地
に
も
颯
爽
と

吹
く
。ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
パ
ー
ク

「
日
鉄
鋼
板
Ｓ
Ｇ
Ｌ
ス
タ
ジ
ア
ム
尼
崎 

」
は
、

阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
の
フ
ァ
ー
ム（
2
軍
）施
設

と
し
て
、
令
和
７
年
３
月
１
日
に
兵
庫
県
尼

崎
市
の
小
田
南
公
園
内
に
誕
生
し
ま
し
た
。

　
伝
統
と
未
来
を
紡
ぐ
こ
の
球
場
は
、
た
だ

の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。脱
炭
素

社
会
に
向
け
た
挑
戦
―
太
陽
光
発
電
、
蓄

電
池
、廃
棄
物
発
電
、雨
水
・
井
水
の
再
利
用
。

最
新
の
技
術
を
随
所
に
ち
り
ば
め
、
持
続
可

能
な
未
来
を
見
据
え
た
ス
タ
ジ
ア
ム
で
す
。

　
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
環
境
に
配
慮
し

た
先
進
的
な
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
建
設
を
目

指
し
、地
域
社
会
と
の
共
生
を
図
り
、先
進

の
機
能
に
よ
っ
て
持
続
可
能
な
新
し
い
野
球

ス
タ
ジ
ア
ム
の
可
能
性
を
目
指
し
ま
し
た
。

　

新
球
場
の
フ
ィ
ー
ル
ド
は
、
両
翼
95
m
、

中
堅
１
１
８
m
と
、
阪
神
甲
子
園
球
場
と

同
じ
サ
イ
ズ
、同
じ
土
、同
じ
芝
、太
陽
光
の

影
響
と
浜
風
に
配
慮
し
、
同
じ
方
角
で
設

計
さ
れ
て
お
り
、未
来
を
担
う
若
虎
が
晴
れ

の
舞
台
で
も
臆
せ
ず
戦
え
る
よ
う
、
一
軍
と

同
様
の
環
境
で
練
習
や
試
合
を
行
う
こ
と

が
で
き
る
舞
台
が
整
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
ス
タ
ン
ド
の
座
席
数
は
約
３
６
０
０
席

と
、
フ
ァ
ー
ム
施
設
な
が
ら
フ
ァ
ン
が
快
適

に
観
戦
で
き
る
環
境
が
整
備
さ
れ
メ

ジ
ャ
ー
リ
ー
グ
の
ボ
ー
ル
パ
ー
ク
を
彷
彿
と

さ
せ
る
、開
放
的
な
空
間
が
広
が
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
室
内
練
習
場
や
選
手
寮
な
ど

の
関
連
施
設
も
新
設
さ
れ
、
選
手
た
ち
の

育
成
環
境
が
大
幅
に
向
上
し
ま
し
た
。

　

正
面
ゲ
ー
ト
を
彩
る
の
は
、堂
々
た
る
大

階
段
。こ
の
階
段
は
プ
レ
テ
ン
シ
ョ
ン
方
式

に
よ
る
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
Ｐ
Ｃ（
工
場
製
作
プ

レ
キ
ャ
ス
ト
プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー

ト
）
部
材
で
製
作
さ
れ
て
い
ま
す
。工
場
製

作
に
よ
り
品
質
の
安
定
を
図
り
、
量
産
と

現
場
施
工
の
効
率
化
を
実
現
し
ま
し
た
。端

部
は
跳
ね
出
し
構
造
と
な
り
、
翼
を
広
げ

て
空
へ
飛
び
立
と
う
と
す
る
若
虎
た
ち
の

姿
を
想
像
す
る
か
の
よ
う
。プ
レ
ス
ト
レ

ス
導
入
に
よ
っ
て
跳
ね
出
し
部
の
曲
げ
破

壊
を
防
ぎ
、
構
造
美
と
安
全
性
を
両
立
し

て
い
ま
す
。さ
ら
に
、小
口
部
分
に
は「
Ｈ
」

「
Ｔ
」の
イ
ニ
シ
ャ
ル
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
意

匠
が
刻
ま
れ
、
細
部
に
ま
で
阪
神
タ
イ

ガ
ー
ス
ら
し
さ
が
息
づ
い
て
い
ま
す
。

　

全
体
の
構
造
形
式
は
、
堅
牢
性
と
コ
ス
ト

を
重
視
し
て
現
場
打
ち
Ｒ
Ｃ
造
で
計
画
し
、

観
客
席
の
段
床
ス
ラ
ブ
は
、
工
場
製
作
の
プ

レ
キ
ャ
ス
ト
Ｐ
Ｃ
部
材
で
構
成
さ
れ
ま
し
た
。

ホ
ー
ム
ベ
ー
ス
の
頂
点
を
中
心
点
と
し
た
放

A Zero-carbon baseball park that natures future Tigers
未来の「虎」を育む、ゼロカーボンベースボールパーク

NITTETSU KOHAN SGL STADIUM AMAGASAKI

10.日鉄鋼板
SGLスタジアム尼崎

射
状
に
合
わ
せ
、
段
床
板
を
扇
形
に
配
置
す

る
た
め
、隣
り
合
う
段
床
板
同
士
の
角
度
調

整
に
は
細
心
の
配
慮
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

手
す
り
壁
に
も
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
部
材
が

採
用
さ
れ
、
大
き
な
壁
を
連
続
し
て
配
置

す
る
こ
と
で
、
全
体
に
一
体
感
と
迫
力
を

も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

　
工
場
製
作
に
よ
る
精
緻
な
施
工
管
理
は
、

構
造
体
と
し
て
の
耐
久
性
、
意
匠
性
、
工
期

短
縮
の
い
ず
れ
に
も
大
き
く
貢
献
し
ま
し
た
。

　

こ
の
新
球
場
は
、
阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
の

未
来
を
担
う
若
虎
た
ち
が
育
つ
場
と
し
て

の
単
な
る
練
習
拠
点
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

未
来
の
ス
タ
ー
選
手
を
育
み
、
地
域
社
会

と
共
生
し
、
環
境
に
も
配
慮
す
る
新
機
軸

の
球
場
で
す
。

　

六
甲
お
ろ
し
を
背
に
、
若
虎
た
ち
は
こ

の
地
か
ら
羽
ば
た
い
て
い
く
で
し
ょ
う
。

地
域
に
愛
さ
れ
、
未
来
を
照
ら
す
ラ
ン
ド

マ
ー
ク
と
し
て
、
末
永
く
輝
き
続
け
る
こ

と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

              ﹇
㈱
久
米
設
計　

塚
本 

尚
由
﹈

撮影　㈱プライズ 山崎浩治
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六
甲
お
ろ
し
は
尼
崎
の
地
に
も
颯
爽
と

吹
く
。ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
パ
ー
ク

「
日
鉄
鋼
板
Ｓ
Ｇ
Ｌ
ス
タ
ジ
ア
ム
尼
崎 

」
は
、

阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
の
フ
ァ
ー
ム（
2
軍
）施
設

と
し
て
、
令
和
７
年
３
月
１
日
に
兵
庫
県
尼

崎
市
の
小
田
南
公
園
内
に
誕
生
し
ま
し
た
。

　
伝
統
と
未
来
を
紡
ぐ
こ
の
球
場
は
、
た
だ

の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。脱
炭
素

社
会
に
向
け
た
挑
戦
―
太
陽
光
発
電
、
蓄

電
池
、廃
棄
物
発
電
、雨
水
・
井
水
の
再
利
用
。

最
新
の
技
術
を
随
所
に
ち
り
ば
め
、
持
続
可

能
な
未
来
を
見
据
え
た
ス
タ
ジ
ア
ム
で
す
。

　
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
環
境
に
配
慮
し

た
先
進
的
な
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
建
設
を
目

指
し
、地
域
社
会
と
の
共
生
を
図
り
、先
進

の
機
能
に
よ
っ
て
持
続
可
能
な
新
し
い
野
球

ス
タ
ジ
ア
ム
の
可
能
性
を
目
指
し
ま
し
た
。

　

新
球
場
の
フ
ィ
ー
ル
ド
は
、
両
翼
95
m
、

中
堅
１
１
８
m
と
、
阪
神
甲
子
園
球
場
と

同
じ
サ
イ
ズ
、同
じ
土
、同
じ
芝
、太
陽
光
の

影
響
と
浜
風
に
配
慮
し
、
同
じ
方
角
で
設

計
さ
れ
て
お
り
、未
来
を
担
う
若
虎
が
晴
れ

の
舞
台
で
も
臆
せ
ず
戦
え
る
よ
う
、
一
軍
と

同
様
の
環
境
で
練
習
や
試
合
を
行
う
こ
と

が
で
き
る
舞
台
が
整
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
ス
タ
ン
ド
の
座
席
数
は
約
３
６
０
０
席

と
、
フ
ァ
ー
ム
施
設
な
が
ら
フ
ァ
ン
が
快
適

に
観
戦
で
き
る
環
境
が
整
備
さ
れ
メ

ジ
ャ
ー
リ
ー
グ
の
ボ
ー
ル
パ
ー
ク
を
彷
彿
と

さ
せ
る
、開
放
的
な
空
間
が
広
が
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
室
内
練
習
場
や
選
手
寮
な
ど

の
関
連
施
設
も
新
設
さ
れ
、
選
手
た
ち
の

育
成
環
境
が
大
幅
に
向
上
し
ま
し
た
。

　

正
面
ゲ
ー
ト
を
彩
る
の
は
、堂
々
た
る
大

階
段
。こ
の
階
段
は
プ
レ
テ
ン
シ
ョ
ン
方
式

に
よ
る
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
Ｐ
Ｃ（
工
場
製
作
プ

レ
キ
ャ
ス
ト
プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー

ト
）
部
材
で
製
作
さ
れ
て
い
ま
す
。工
場
製

作
に
よ
り
品
質
の
安
定
を
図
り
、
量
産
と

現
場
施
工
の
効
率
化
を
実
現
し
ま
し
た
。端

部
は
跳
ね
出
し
構
造
と
な
り
、
翼
を
広
げ

て
空
へ
飛
び
立
と
う
と
す
る
若
虎
た
ち
の

姿
を
想
像
す
る
か
の
よ
う
。プ
レ
ス
ト
レ

ス
導
入
に
よ
っ
て
跳
ね
出
し
部
の
曲
げ
破

壊
を
防
ぎ
、
構
造
美
と
安
全
性
を
両
立
し

て
い
ま
す
。さ
ら
に
、小
口
部
分
に
は「
Ｈ
」

「
Ｔ
」の
イ
ニ
シ
ャ
ル
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
意

匠
が
刻
ま
れ
、
細
部
に
ま
で
阪
神
タ
イ

ガ
ー
ス
ら
し
さ
が
息
づ
い
て
い
ま
す
。

　

全
体
の
構
造
形
式
は
、
堅
牢
性
と
コ
ス
ト

を
重
視
し
て
現
場
打
ち
Ｒ
Ｃ
造
で
計
画
し
、

観
客
席
の
段
床
ス
ラ
ブ
は
、
工
場
製
作
の
プ

レ
キ
ャ
ス
ト
Ｐ
Ｃ
部
材
で
構
成
さ
れ
ま
し
た
。

ホ
ー
ム
ベ
ー
ス
の
頂
点
を
中
心
点
と
し
た
放

▲ 大判のプレキャスト外壁▲ こけら落としで賑わう新球場

▲ 整然と並ぶPC段床板

▲ HとTが刻まれたPC階段板

件 名

発 注 者 名
施 工 会 社 名
施 工 場 所
工 期
構 造 形 式

規 模

PC 適用箇所

施 工 方 法

日鉄鋼板SGLスタジアム尼崎
（にってつこうはんえすじーえるすたじあむあまがさき）

阪神電気鉄道㈱
㈱熊谷組 （PC工事：オリエンタル白石㈱）
兵庫県尼崎市杭瀬南新町３丁目３
令和５年10月～令和６年12月
RC造（一部 PC造）
地上３階
敷地面積：7,120㎡  延床面積：10,918㎡ 

段床板、階段板、外周壁

設 計・監 理 ㈱久米設計

プレキャスト部材（段床板および階段板はプレテンション
部材、壁はRC部材）

射
状
に
合
わ
せ
、
段
床
板
を
扇
形
に
配
置
す

る
た
め
、隣
り
合
う
段
床
板
同
士
の
角
度
調

整
に
は
細
心
の
配
慮
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

手
す
り
壁
に
も
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
部
材
が

採
用
さ
れ
、
大
き
な
壁
を
連
続
し
て
配
置

す
る
こ
と
で
、
全
体
に
一
体
感
と
迫
力
を

も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

　
工
場
製
作
に
よ
る
精
緻
な
施
工
管
理
は
、

構
造
体
と
し
て
の
耐
久
性
、
意
匠
性
、
工
期

短
縮
の
い
ず
れ
に
も
大
き
く
貢
献
し
ま
し
た
。

　

こ
の
新
球
場
は
、
阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
の

未
来
を
担
う
若
虎
た
ち
が
育
つ
場
と
し
て

の
単
な
る
練
習
拠
点
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

未
来
の
ス
タ
ー
選
手
を
育
み
、
地
域
社
会

と
共
生
し
、
環
境
に
も
配
慮
す
る
新
機
軸

の
球
場
で
す
。

　

六
甲
お
ろ
し
を
背
に
、
若
虎
た
ち
は
こ

の
地
か
ら
羽
ば
た
い
て
い
く
で
し
ょ
う
。

地
域
に
愛
さ
れ
、
未
来
を
照
ら
す
ラ
ン
ド

マ
ー
ク
と
し
て
、
末
永
く
輝
き
続
け
る
こ

と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

              ﹇
㈱
久
米
設
計　

塚
本 

尚
由
﹈

43

2

神
崎
川

中島川

阪神本線阪神本線

神戸線神戸線

東
西
線
東
西
線

阪
神なんば

線

阪
神なんば

線

阪
神
本
線

阪
神
本
線

山
陽
新
幹
線

3

阪神高速道路阪神高速道路

尼崎

尼崎

日鉄鋼板SGL
スタジアム尼崎
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日
川
橋
は
、
中
央
自
動
車
道
の
大
月
Ｉ

Ｃ
〜
勝
沼
Ｉ
Ｃ
区
間
の
日
川
に
架
か
る
中

央
径
間
1
3
0
ｍ
の
建
設
当
時
は
P
C
3

径
間
連
続
有
ヒ
ン
ジ
ラ
ー
メ
ン
箱
桁
橋
で
し

た
。完
成
か
ら
約
50
年
が
経
過
し
、
長
年
の

大
型
車
両
通
行
に
よ
る
疲
労
や
凍
結
防
止

剤
散
布
に
起
因
す
る
塩
害
に
よ
り
橋
桁
の

劣
化
が
進
行
し
、特
に
橋
の
中
央
部
に
あ
る

ヒ
ン
ジ
構
造
を
構
成
す
る
鋼
製
沓
は
、摩
耗

に
よ
り
、
車
両
の
走
行
性
が
良
く
な
い
状
況

で
し
た
。そ
こ
で
、
高
速
道
路
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
と
し
て
、橋
の
機
能
と

安
全
性
を
回
復
さ
せ
る
た
め
の
補
修
・
補

強
工
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

本
橋
周
辺
は
、
ト
ン
ネ
ル
や
橋
梁
が
連

続
し
、交
通
量
も
非
常
に
多
く
、上
下
線
の

い
ず
れ
か
を
通
行
止
め
に
し
て
対
面
交
通

規
制
に
切
り
替
え
る
こ
と
は
、
た
い
へ
ん

困
難
で
し
た
。そ
こ
で
、日
曜
日
の
夜
10
時

か
ら
金
曜
日
の
夕
方
6
時
ま
で
昼
夜
連
続

で
片
側
車
線
を
規
制
し
て
工
事
を
進
め
ま

し
た
。工
事
区
間
で
の
粉
塵
が
一
般
走
行

車
線
に
飛
散
し
な
い
よ
う
、
し
っ
か
り
と

し
た
飛
散
防
止
対
策
を
講
じ
た
う
え
で
、

各
種
の
補
修
・
補
強
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　
工
事
の
進
め
方
は
ま
ず
、
老
朽
化
し
た
伸

縮
装
置
の
撤
去
・
交
換
を
行
っ
た
後
、
橋
の

中
央
部
に
あ
る
ヒ
ン
ジ
構
造
の
連
結
作
業
を

進
め
ま
し
た
。橋
面
の
防
水
処
理
と
舗
装
工

事
も
あ
わ
せ
て
実
施
し
、
走
行
性
を
確
保
し

ま
し
た
。中
央
ヒ
ン
ジ
の
連
続
化
で
は
、
外

ケ
ー
ブ
ル
補
強
を
行
い
、
こ
の
影
響
に
よ
り

横
桁
の
耐
力
が
不
足
し
た
箇
所
に
つ
い
て
は
、

炭
素
繊
維
シ
ー
ト
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
増
厚

し
て
補
強
し
ま
し
た
。次
に
既
設
の
鋼
製
支

承
を
新
し
く
ゴ
ム
支
承
に
交
換
す
る
作
業
で

は
、仮
受
け
用
の
ジ
ャ
ッ
キ
を
使
っ
て
橋
桁
を

わ
ず
か
2
㎜
だ
け
持
ち
上
げ
、
そ
の
隙
間
で

慎
重
に
新
し
い
支
承
へ
と
取
り
替
え
ま
し
た
。

　
ま
た
、
本
橋
の
主
桁
に
は
、
多
数
の
P
C

鋼
棒
が
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。P
C
鋼
棒
を

錆
か
ら
守
る
た
め
に
グ
ラ
ウ
ト
を
施
し
て
い

ま
す
が
、
建
設
当
時
は
P
C
グ
ラ
ウ
ト
材
料

や
施
工
方
法
、
施
工
機
械
な
ど
に
関
す
る
技

術
水
準
が
未
熟
で
、過
酷
な
塩
害
環
境
な
ど

に
よ
り
、
P
C
グ
ラ
ウ
ト
充
填
不
足
に
よ
る

橋
桁
の
耐
久
性
が
懸
念
さ
れ
ま
し
た
。そ
こ Center-hinged PC box-girder made continuous while opening up traffic

交通開放しながらの中央ヒンジの連続化

11.日川橋改良工事
Renewal project –HIKAWA Bridge –

で
、
グ
ラ
ウ
ト
の
充
填
状
況
を
確
認
す
る
た

め
に
削
孔
し
て
調
査
を
行
っ
た
結
果
、
充
填

不
足
箇
所
は
調
査
箇
所
の
25
%
程
度
で
し

た
が
、
P
C
鋼
棒
の
破
断
等
は
確
認
さ
れ
ず
、

安
全
性
に
問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。未

充
填
部
分
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
グ
ラ
ウ
ト
を

再
注
入
を
行
っ
た
こ
と
で
、
鋼
材
腐
食
を
防

止
し
橋
桁
の
長
期
に
わ
た
る
安
全
性
を
向

上
し
ま
し
た
。

　

本
橋
の
よ
う
な
比
較
的
大
規
模
な
P
C

長
大
橋
に
お
け
る
改
良
工
事
の
事
例
は
全

国
的
に
も
少
な
く
、
技
術
的
な
難
易
度
が

高
い
工
事
と
な
り
ま
し
た
が
、
設
計
・
施
工

の
両
面
の
検
討
を
、発
注
者
を
は
じ
め
協
力

会
社
や
関
係
各
所
と
進
め
、綿
密
な
リ
ス
ク

管
理
を
徹
底
す
る
こ
と
で
、安
全
か
つ
確
実

な
施
工
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

   　
　

 ﹇
三
井
住
友
建
設
㈱ 

石
田 

義
博
﹈



34  　PCプレス　2025 ／ Sept. ／ Vol.038

PRESTRESSED CONCRETE CONTRACTORS ASSOCIATION

　

日
川
橋
は
、
中
央
自
動
車
道
の
大
月
Ｉ

Ｃ
〜
勝
沼
Ｉ
Ｃ
区
間
の
日
川
に
架
か
る
中

央
径
間
1
3
0
ｍ
の
建
設
当
時
は
P
C
3

径
間
連
続
有
ヒ
ン
ジ
ラ
ー
メ
ン
箱
桁
橋
で
し

た
。完
成
か
ら
約
50
年
が
経
過
し
、
長
年
の

大
型
車
両
通
行
に
よ
る
疲
労
や
凍
結
防
止

剤
散
布
に
起
因
す
る
塩
害
に
よ
り
橋
桁
の

劣
化
が
進
行
し
、特
に
橋
の
中
央
部
に
あ
る

ヒ
ン
ジ
構
造
を
構
成
す
る
鋼
製
沓
は
、摩
耗

に
よ
り
、
車
両
の
走
行
性
が
良
く
な
い
状
況

で
し
た
。そ
こ
で
、
高
速
道
路
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
と
し
て
、橋
の
機
能
と

安
全
性
を
回
復
さ
せ
る
た
め
の
補
修
・
補

強
工
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

本
橋
周
辺
は
、
ト
ン
ネ
ル
や
橋
梁
が
連

続
し
、交
通
量
も
非
常
に
多
く
、上
下
線
の

い
ず
れ
か
を
通
行
止
め
に
し
て
対
面
交
通

規
制
に
切
り
替
え
る
こ
と
は
、
た
い
へ
ん

困
難
で
し
た
。そ
こ
で
、日
曜
日
の
夜
10
時

か
ら
金
曜
日
の
夕
方
6
時
ま
で
昼
夜
連
続

で
片
側
車
線
を
規
制
し
て
工
事
を
進
め
ま

し
た
。工
事
区
間
で
の
粉
塵
が
一
般
走
行

車
線
に
飛
散
し
な
い
よ
う
、
し
っ
か
り
と

し
た
飛
散
防
止
対
策
を
講
じ
た
う
え
で
、

各
種
の
補
修
・
補
強
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　
工
事
の
進
め
方
は
ま
ず
、
老
朽
化
し
た
伸

縮
装
置
の
撤
去
・
交
換
を
行
っ
た
後
、
橋
の

中
央
部
に
あ
る
ヒ
ン
ジ
構
造
の
連
結
作
業
を

進
め
ま
し
た
。橋
面
の
防
水
処
理
と
舗
装
工

事
も
あ
わ
せ
て
実
施
し
、
走
行
性
を
確
保
し

ま
し
た
。中
央
ヒ
ン
ジ
の
連
続
化
で
は
、
外

ケ
ー
ブ
ル
補
強
を
行
い
、
こ
の
影
響
に
よ
り

横
桁
の
耐
力
が
不
足
し
た
箇
所
に
つ
い
て
は
、

炭
素
繊
維
シ
ー
ト
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
増
厚

し
て
補
強
し
ま
し
た
。次
に
既
設
の
鋼
製
支

承
を
新
し
く
ゴ
ム
支
承
に
交
換
す
る
作
業
で

は
、仮
受
け
用
の
ジ
ャ
ッ
キ
を
使
っ
て
橋
桁
を

わ
ず
か
2
㎜
だ
け
持
ち
上
げ
、
そ
の
隙
間
で

慎
重
に
新
し
い
支
承
へ
と
取
り
替
え
ま
し
た
。

　
ま
た
、
本
橋
の
主
桁
に
は
、
多
数
の
P
C

鋼
棒
が
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。P
C
鋼
棒
を

錆
か
ら
守
る
た
め
に
グ
ラ
ウ
ト
を
施
し
て
い

ま
す
が
、
建
設
当
時
は
P
C
グ
ラ
ウ
ト
材
料

や
施
工
方
法
、
施
工
機
械
な
ど
に
関
す
る
技

術
水
準
が
未
熟
で
、過
酷
な
塩
害
環
境
な
ど

に
よ
り
、
P
C
グ
ラ
ウ
ト
充
填
不
足
に
よ
る

橋
桁
の
耐
久
性
が
懸
念
さ
れ
ま
し
た
。そ
こ

▲ 連続化に伴う外ケーブルと炭素繊維シートによる補強

▲ 片側規制しながらのジョイント交換作業

▲ 外ケーブル定着部周りの横桁補強

▲ ゴム支承への取替（左上：取替前支承）

件 名

発 注 者 名
施 工 会 社 名
施 工 場 所
工 期
構 造 形 式
橋 長

有 効 幅 員

改良工事内容

日川橋改良工事（ひかわばしかいりょうこうじ）

中日本高速道路㈱
三井住友建設㈱
山梨県甲州市大和町日影
令和元年10月～令和７年２月
PC3径間連続ラーメン箱桁橋
上り線：340m　下り線：310m

上り線：11.9m　下り線：9.2m
中央ヒンジ部の連続化
支承取替、炭素繊維シート補強

中央自動車道中央自動車道
甲府南IC

日川橋
改良工事

中
部
横
断
自
動
車
道

中
部
横
断
自
動
車
道

中
央
自
動
車
道

河
口
湖
線

中
央
自
動
車
道

河
口
湖
線

52

20

20

20

358

139

139

138

139140

300

139

137140

身
延
線
身
延
線

山中湖

河口湖

本栖湖

▲富士山

中
央
本
線

中
央
本
線

大月IC

甲府

で
、
グ
ラ
ウ
ト
の
充
填
状
況
を
確
認
す
る
た

め
に
削
孔
し
て
調
査
を
行
っ
た
結
果
、
充
填

不
足
箇
所
は
調
査
箇
所
の
25
%
程
度
で
し

た
が
、
P
C
鋼
棒
の
破
断
等
は
確
認
さ
れ
ず
、

安
全
性
に
問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。未

充
填
部
分
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
グ
ラ
ウ
ト
を

再
注
入
を
行
っ
た
こ
と
で
、
鋼
材
腐
食
を
防

止
し
橋
桁
の
長
期
に
わ
た
る
安
全
性
を
向

上
し
ま
し
た
。

　

本
橋
の
よ
う
な
比
較
的
大
規
模
な
P
C

長
大
橋
に
お
け
る
改
良
工
事
の
事
例
は
全

国
的
に
も
少
な
く
、
技
術
的
な
難
易
度
が

高
い
工
事
と
な
り
ま
し
た
が
、
設
計
・
施
工

の
両
面
の
検
討
を
、発
注
者
を
は
じ
め
協
力

会
社
や
関
係
各
所
と
進
め
、綿
密
な
リ
ス
ク

管
理
を
徹
底
す
る
こ
と
で
、安
全
か
つ
確
実

な
施
工
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
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竜
王
町
は
滋
賀
県
の
琵
琶
湖
の
南
に
位

置
し
、町
内
の
土
地
の
約
30
％
を
占
め
る
水

田
か
ら「
近
江
米
」が
生
産
さ
れ
る
ほ
か
、日

本
3
大
和
牛
と
呼
ば
れ
る「
近
江
牛
」の
発

祥
の
地
と
し
て
発
展
し
て
い
る
町
で
す
。名

神
高
速
道
路
竜
王
I
C
付
近
に
は
、
ア
ウ

ト
レ
ッ
ト
パ
ー
ク
や
滋
賀
竜
王
工
業
団
地
と

し
て
企
業
を
誘
致
す
る
等
、農
商
工
観
光
の

魅
力
が
揃
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、
令
和
7

（
2
0
2
5
）年
は
、
町
制
施
行
70
周
年
を

迎
え
る
と
と
も
に
、
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
競
技
が
開
催
さ
れ

る
等
、記
念
す
べ
き
年
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

山
中
配
水
池
防
水
工
事
は
、
昭
和
52

（
1
9
7
7
）年
9
月
に
供
用
開
始
し
た
配

水
池
が
約
48
年
経
過
し
、
今
後
も
末
永
く

使
用
で
き
る
よ
う
長
寿
命
化
す
る
た
め
に

行
わ
れ
ま
し
た
。本
工
事
は
コ
ン
ク
リ
ー

ト
躯
体
の
調
査
・
補
修
、塗
装
の
塗
替
、場

内
配
管
の
耐
震
化
、
施
設
内
機
械
の
一
部

取
替
を
行
っ
て
お
り
、
上
水
道
の
重
要
施

設
を
維
持
す
る
た
め
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

山
中
配
水
池
は
、
竜
王
町
の
人
口
約
1

万
1
0
0
0
人
、
約
4
3
0
0
世
帯
の
う

ち
約
80
％
へ
上
水
を
送
水
し
て
お
り
、
工

事
に
際
し
配
水
池
を
空
に
す
る
と
送
水
で

き
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。そ
れ
を
解

決
す
べ
く
大
型
仮
設
タ
ン
ク
を
設
置
し
配

水
池
の
代
わ
り
と
す
る
計
画
で
し
た
が
、

工
事
場
所
が
広
大
な
保
安
林
に
囲
ま
れ
て

お
り
、
大
型
仮
設
タ
ン
ク
を
設
置
す
る
場

所
が
確
保
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。そ
こ
で
、

保
安
林
の
一
部
を
工
事
完
了
後
に
復
旧
す

る
条
件
で
借
用
し
、
大
型
仮
設
タ
ン
ク
を

設
置
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。大
型
仮
設

タ
ン
ク
の
大
き
さ
は
直
径
9
・
0
ｍ
高
さ

9
・
0
ｍ
の
円
柱
型
で
、
材
質
は
鉄
製
と

な
っ
て
い
ま
す
。上
水
が
触
れ
る
内
面
は

上
水
道
規
格
の
塗
装
に
て
仕
上
げ
、
送
水

管
は
ス
テ
ン
レ
ス
製
の
仮
設
配
管
を
設
置

し
て
仮
設
備
と
し
ま
し
た
。

　

配
水
池
の
内
部
の
改
修
は
、現
況
の
古
い

塗
装
を
超
高
圧
洗
浄
で
剝
が
し
て
新
し
い

塗
装
へ
塗
り
替
え
る
の
で
す
が
、
超
高
圧
洗

浄
の
工
程
で
水
を
含
ん
だ
大
量
の
塗
装
く

ず
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
破
片
が
発
生
し
ま
す
。

こ
れ
に
特
殊
な
薬
品
を
加
え
水
と
塗
装
く

ず
を
分
離
さ
せ
て
放
流
し
ま
す
が
、
前
述
の

通
り
米
ど
こ
ろ
で
あ
る
こ
と
か
ら
水
質
管

理
は
非
常
に
重
要
で
、
厳
し
く
管
理
し
水

質
汚
濁
の
な
い
よ
う
留
意
し
ま
し
た
。塗
装

に
関
し
て
は
配
水
池
全
面
を
塗
り
替
え
る

こ
と
か
ら
施
主
担
当
者
と
仕
上
が
り
色
の

相
談
を
し
、以
前
の
配
水
池
と
は
ま
っ
た
く

違
っ
た
仕
上
が
り
と
な
り
見
違
え
る
ほ
ど

に
な
り
ま
し
た
。

　

全
国
に
は
い
ろ
い
ろ
な
役
割
を
持
っ
た

配
水
池
が
存
在
し
て
い
ま
す
。配
水
池
は

水
道
水
を
皆
さ
ま
の
各
家
庭
へ
送
る
上
で

欠
か
せ
な
い
構
造
物
で
す
。皆
さ
ま
が
生

活
し
て
い
る
周
辺
で
見
か
け
る
こ
と
が
あ

れ
ば
、
少
し
気
に
し
て
見
て
い
た
だ
け
た

ら
と
思
い
ま
す
。

   　
　

 ﹇
㈱
安
部
日
鋼
工
業 

三
原 

禎
之
﹈

Renewal of work using large temporary storage tanks
大型仮設タンクを使用した改修工事

Waterproofing renewal work
for the Yamanaka Distribution Reservoir

12.山中配水池防水工事



36  　PCプレス　2025 ／ Sept. ／ Vol.038

PRESTRESSED CONCRETE CONTRACTORS ASSOCIATION

　

竜
王
町
は
滋
賀
県
の
琵
琶
湖
の
南
に
位

置
し
、町
内
の
土
地
の
約
30
％
を
占
め
る
水

田
か
ら「
近
江
米
」が
生
産
さ
れ
る
ほ
か
、日

本
3
大
和
牛
と
呼
ば
れ
る「
近
江
牛
」の
発

祥
の
地
と
し
て
発
展
し
て
い
る
町
で
す
。名

神
高
速
道
路
竜
王
I
C
付
近
に
は
、
ア
ウ

ト
レ
ッ
ト
パ
ー
ク
や
滋
賀
竜
王
工
業
団
地
と

し
て
企
業
を
誘
致
す
る
等
、農
商
工
観
光
の

魅
力
が
揃
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、
令
和
7

（
2
0
2
5
）年
は
、
町
制
施
行
70
周
年
を

迎
え
る
と
と
も
に
、
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
競
技
が
開
催
さ
れ

る
等
、記
念
す
べ
き
年
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

山
中
配
水
池
防
水
工
事
は
、
昭
和
52

（
1
9
7
7
）年
9
月
に
供
用
開
始
し
た
配

水
池
が
約
48
年
経
過
し
、
今
後
も
末
永
く

使
用
で
き
る
よ
う
長
寿
命
化
す
る
た
め
に

行
わ
れ
ま
し
た
。本
工
事
は
コ
ン
ク
リ
ー

ト
躯
体
の
調
査
・
補
修
、塗
装
の
塗
替
、場

内
配
管
の
耐
震
化
、
施
設
内
機
械
の
一
部

取
替
を
行
っ
て
お
り
、
上
水
道
の
重
要
施

設
を
維
持
す
る
た
め
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

山
中
配
水
池
は
、
竜
王
町
の
人
口
約
1

万
1
0
0
0
人
、
約
4
3
0
0
世
帯
の
う

ち
約
80
％
へ
上
水
を
送
水
し
て
お
り
、
工

事
に
際
し
配
水
池
を
空
に
す
る
と
送
水
で

き
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。そ
れ
を
解

決
す
べ
く
大
型
仮
設
タ
ン
ク
を
設
置
し
配

水
池
の
代
わ
り
と
す
る
計
画
で
し
た
が
、

工
事
場
所
が
広
大
な
保
安
林
に
囲
ま
れ
て

お
り
、
大
型
仮
設
タ
ン
ク
を
設
置
す
る
場

所
が
確
保
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。そ
こ
で
、

保
安
林
の
一
部
を
工
事
完
了
後
に
復
旧
す

る
条
件
で
借
用
し
、
大
型
仮
設
タ
ン
ク
を

設
置
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。大
型
仮
設

タ
ン
ク
の
大
き
さ
は
直
径
9
・
0
ｍ
高
さ

9
・
0
ｍ
の
円
柱
型
で
、
材
質
は
鉄
製
と

な
っ
て
い
ま
す
。上
水
が
触
れ
る
内
面
は

上
水
道
規
格
の
塗
装
に
て
仕
上
げ
、
送
水

管
は
ス
テ
ン
レ
ス
製
の
仮
設
配
管
を
設
置

し
て
仮
設
備
と
し
ま
し
た
。

　

配
水
池
の
内
部
の
改
修
は
、現
況
の
古
い

塗
装
を
超
高
圧
洗
浄
で
剝
が
し
て
新
し
い

塗
装
へ
塗
り
替
え
る
の
で
す
が
、
超
高
圧
洗

浄
の
工
程
で
水
を
含
ん
だ
大
量
の
塗
装
く

ず
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
破
片
が
発
生
し
ま
す
。

こ
れ
に
特
殊
な
薬
品
を
加
え
水
と
塗
装
く

ず
を
分
離
さ
せ
て
放
流
し
ま
す
が
、
前
述
の

通
り
米
ど
こ
ろ
で
あ
る
こ
と
か
ら
水
質
管

理
は
非
常
に
重
要
で
、
厳
し
く
管
理
し
水

質
汚
濁
の
な
い
よ
う
留
意
し
ま
し
た
。塗
装

に
関
し
て
は
配
水
池
全
面
を
塗
り
替
え
る

こ
と
か
ら
施
主
担
当
者
と
仕
上
が
り
色
の

相
談
を
し
、以
前
の
配
水
池
と
は
ま
っ
た
く

違
っ
た
仕
上
が
り
と
な
り
見
違
え
る
ほ
ど

に
な
り
ま
し
た
。

　

全
国
に
は
い
ろ
い
ろ
な
役
割
を
持
っ
た

配
水
池
が
存
在
し
て
い
ま
す
。配
水
池
は

水
道
水
を
皆
さ
ま
の
各
家
庭
へ
送
る
上
で

欠
か
せ
な
い
構
造
物
で
す
。皆
さ
ま
が
生

活
し
て
い
る
周
辺
で
見
か
け
る
こ
と
が
あ

れ
ば
、
少
し
気
に
し
て
見
て
い
た
だ
け
た

ら
と
思
い
ま
す
。

   　
　

 ﹇
㈱
安
部
日
鋼
工
業 

三
原 

禎
之
﹈

▲ 仮設タンク稼働中

▲ 内面塗装施工中

▲ 仮設タンクの組立

▲ 施工中全景

件 名

発 注 者 名
施 工 会 社 名
施 工 場 所
工 期
構 造 形 式
躯 体 寸 法

躯 体 高 さ

有 効 水 深

山中配水池防水工事（やまなかはいすいちぼうすいこうじ）

滋賀県竜王町
㈱安部日鋼工業
滋賀県蒲生郡竜王町大字山中地先
令和５年８月～令和７年３月
PC造同心円二重式配水池
内槽内径：18.2ｍ　外槽内径：26.0ｍ

6.75ｍ

施 工 方 法 FRPライニングによる表面被覆工法

6.3ｍ

有 効 容 量 3,100㎥
瀬田東IC

栗東IC

竜王IC
蒲生

スマートIC

瀬田西IC

名神高
速道路

名神高
速道路

東海
道本
線

草津線

東海
道新
幹線

新名神高速道路新名神高速道路

琵琶湖

八日市IC
161

1
1

8

8

477

477

421

307307

307

山中配水池防水工事
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本
工
事
は
、建
設
か
ら
約
50
年
を
経
て
老

朽
化
が
進
行
し
た
阪
神
高
速
14
号
松
原
線

の
P
C
橋
梁
お
よ
び
橋
脚
を
対
象
と
す
る
、

大
規
模
な
修
繕（
補
修
・
補
強
）工
事
で
す
。

対
象
区
間
は
、
喜
連
瓜
破
か
ら
三
宅
・
大

堀
地
区
を
経
て
松
原
J
C
T
に
至
る
約
2

㎞
で
、上
部
工
98
径
間
、橋
脚
86
基
を
詳
細

に
調
査
し
、
補
修
・
補
強
工
法
を
決
定
す

る
設
計
・
施
工
方
式
で
実
施
し
ま
し
た
。

　

都
市
高
速
と
い
う
特
性
上
、
高
速
道
路

本
線
や
高
架
下
の
一
般
道
を
供
用
し
な
が

ら
の
施
工
を
求
め
ら
れ
た
た
め
、
作
業
足
場

と
し
て
多
く
の
施
工
場
所
で
吊
り
足
場（
総

面
積
4
万
5
9
0
0
㎡
）
を
採
用
し
ま
し

た
。こ
の
足
場
の
組
立
・
解
体
に
は
高
架
下

の
交
通
規
制
が
必
要
で
、
そ
の
作
業
は
す
べ

て
夜
間
に
限
定
さ
れ
ま
し
た
。単
純
計
算
で

は
、組
立
・
解
体
に
1
径
間
あ
た
り
15
日
か

か
る
と
す
る
と
、98
径
間
で
約
1
4
7
0
日

を
要
し
ま
す
が
、
交
通
規
制
に
よ
る
地
元
へ

の
影
響
を
で
き
る
だ
け
抑
え
る
た
め
、
パ
ー

テ
ィ
ー
数
の
増
加
等
に
よ
り
、
実
作
業
は

1
0
6
2
日
ま
で
短
縮
し
ま
し
た
。工
事
期

間
中
は
完
全
週
休
二
日
制
を
維
持
し
な
が

ら
も
、
工
事
全
体
の
86
・
7
％
が
昼
夜
連

続
で
あ
り
、
コ
ン
ビ
ニ
跡
地
を
改
装
し
た
現

場
事
務
所
は
、昼
も
夜
も
明
か
り
が
点
い
て

い
て
、
元
の
コ
ン
ビ
ニ
同
様
に
24
時
間
営
業

と
な
り
ま
し
た
。

　

一
般
道
の
夜
間
交
通
規
制
の
パ
タ
ー
ン

は
1
7
5
種
類
に
の
ぼ
り
、
交
差
点
や
店

舗
が
点
在
す
る
市
街
地
で
の
施
工
に
は
、

き
め
細
や
か
な
地
域
対
応
が
不
可
欠
で
し

た
。地
元
住
民
の
方
々
の
理
解
を
得
る
た

め
、
説
明
用
に
配
布
し
た
チ
ラ
シ
枚
数
は

累
計
3
万
枚
を
超
え
ま
す
。

　

現
場
で
は
既
存
の
技
術
資
料
に
載
っ
て
い

な
い
事
象
に
直
面
す
る
こ
と
が
多
数
あ
り
ま

し
た
。特
に
、
本
工
事
で
は
、
初
め
て
直
面
す

る
技
術
的
課
題
が
多
く
、設
計
・
施
工
前
に

16
種
類
の
試
験
施
工
を
実
施
し
ま
し
た
。外

ケ
ー
ブ
ル
の
定
着
突
起
モ
ル
タ
ル
の
充
填
性

確
認
、偏
向
装
置
の
間
隙
材
料
選
定
を
は
じ

め
、
既
設
塗
装
の
撤
去
方
法
、
さ
ら
に
は
夜

間
騒
音
対
策
の
防
護
試
験
に
至
る
ま
で
、現

場
発
の
技
術
的
検
証
を
積
み
重
ね
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
得
ら
れ
た
基
礎
デ
ー
タ
は
、
受

発
注
者
双
方
の
補
修
・
補
強
工
事
に
お
け

る
大
き
な
財
産
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、こ
の
工
事
を
通
じ
て
、技
術
だ
け

で
は
な
く
人
の
成
長
も
あ
り
ま
し
た
。

　
工
事
着
手
前
、
現
場
に
配
属
さ
れ
て
き
た

新
入
社
員
が
『
こ
れ
か
ら
は
補
修
の
時
代
な

の
で
、
こ
の
仕
事
が
と
て
も
楽
し
み
で
す
』と

語
っ
た
言
葉
が
、
今
も
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

当
時
、
私
は
こ
の
言
葉
が
嬉
し
く
て
、
既
設

P
C
構
造
物
と
真
摯
に
向
き
合
う
気
持
ち

を
新
た
に
し
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。今
は

7
年
目
と
な
っ
た
こ
の
後
輩
を
含
め
て
、
数

多
く
の
仲
間
達
と
一
緒
に
乗
り
越
え
た
本
工

事
が
、
今
後
の
P
C
構
造
物
補
修
・
補
強
工

事
の
礎
の一つ
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

 ﹇
ピ
ー
エ
ス
・
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
㈱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

杉
浦 

一
毅
﹈

What we learned form 1,062 days of continuous day and night work
1,062日の昼夜連続作業から得られたもの

Large scale repair works of PC girder bridges
Matsubara Line

13.

き   

れ   

う
り
わ
り

松原線PC桁
大規模修繕工事
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本
工
事
は
、建
設
か
ら
約
50
年
を
経
て
老

朽
化
が
進
行
し
た
阪
神
高
速
14
号
松
原
線

の
P
C
橋
梁
お
よ
び
橋
脚
を
対
象
と
す
る
、

大
規
模
な
修
繕（
補
修
・
補
強
）工
事
で
す
。

対
象
区
間
は
、
喜
連
瓜
破
か
ら
三
宅
・
大

堀
地
区
を
経
て
松
原
J
C
T
に
至
る
約
2

㎞
で
、上
部
工
98
径
間
、橋
脚
86
基
を
詳
細

に
調
査
し
、
補
修
・
補
強
工
法
を
決
定
す

る
設
計
・
施
工
方
式
で
実
施
し
ま
し
た
。

　

都
市
高
速
と
い
う
特
性
上
、
高
速
道
路

本
線
や
高
架
下
の
一
般
道
を
供
用
し
な
が

ら
の
施
工
を
求
め
ら
れ
た
た
め
、
作
業
足
場

と
し
て
多
く
の
施
工
場
所
で
吊
り
足
場（
総

面
積
4
万
5
9
0
0
㎡
）
を
採
用
し
ま
し

た
。こ
の
足
場
の
組
立
・
解
体
に
は
高
架
下

の
交
通
規
制
が
必
要
で
、
そ
の
作
業
は
す
べ

て
夜
間
に
限
定
さ
れ
ま
し
た
。単
純
計
算
で

は
、組
立
・
解
体
に
1
径
間
あ
た
り
15
日
か

か
る
と
す
る
と
、98
径
間
で
約
1
4
7
0
日

を
要
し
ま
す
が
、
交
通
規
制
に
よ
る
地
元
へ

の
影
響
を
で
き
る
だ
け
抑
え
る
た
め
、
パ
ー

テ
ィ
ー
数
の
増
加
等
に
よ
り
、
実
作
業
は

1
0
6
2
日
ま
で
短
縮
し
ま
し
た
。工
事
期

間
中
は
完
全
週
休
二
日
制
を
維
持
し
な
が

ら
も
、
工
事
全
体
の
86
・
7
％
が
昼
夜
連

続
で
あ
り
、
コ
ン
ビ
ニ
跡
地
を
改
装
し
た
現

場
事
務
所
は
、昼
も
夜
も
明
か
り
が
点
い
て

い
て
、
元
の
コ
ン
ビ
ニ
同
様
に
24
時
間
営
業

と
な
り
ま
し
た
。

　

一
般
道
の
夜
間
交
通
規
制
の
パ
タ
ー
ン

は
1
7
5
種
類
に
の
ぼ
り
、
交
差
点
や
店

舗
が
点
在
す
る
市
街
地
で
の
施
工
に
は
、

き
め
細
や
か
な
地
域
対
応
が
不
可
欠
で
し

た
。地
元
住
民
の
方
々
の
理
解
を
得
る
た

め
、
説
明
用
に
配
布
し
た
チ
ラ
シ
枚
数
は

累
計
3
万
枚
を
超
え
ま
す
。

　

現
場
で
は
既
存
の
技
術
資
料
に
載
っ
て
い

な
い
事
象
に
直
面
す
る
こ
と
が
多
数
あ
り
ま

し
た
。特
に
、
本
工
事
で
は
、
初
め
て
直
面
す

る
技
術
的
課
題
が
多
く
、設
計
・
施
工
前
に

16
種
類
の
試
験
施
工
を
実
施
し
ま
し
た
。外

ケ
ー
ブ
ル
の
定
着
突
起
モ
ル
タ
ル
の
充
填
性

確
認
、偏
向
装
置
の
間
隙
材
料
選
定
を
は
じ

め
、
既
設
塗
装
の
撤
去
方
法
、
さ
ら
に
は
夜

間
騒
音
対
策
の
防
護
試
験
に
至
る
ま
で
、現

場
発
の
技
術
的
検
証
を
積
み
重
ね
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
得
ら
れ
た
基
礎
デ
ー
タ
は
、
受

発
注
者
双
方
の
補
修
・
補
強
工
事
に
お
け

る
大
き
な
財
産
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、こ
の
工
事
を
通
じ
て
、技
術
だ
け

で
は
な
く
人
の
成
長
も
あ
り
ま
し
た
。

　
工
事
着
手
前
、
現
場
に
配
属
さ
れ
て
き
た

新
入
社
員
が
『
こ
れ
か
ら
は
補
修
の
時
代
な

の
で
、
こ
の
仕
事
が
と
て
も
楽
し
み
で
す
』と

語
っ
た
言
葉
が
、
今
も
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

当
時
、
私
は
こ
の
言
葉
が
嬉
し
く
て
、
既
設

P
C
構
造
物
と
真
摯
に
向
き
合
う
気
持
ち

を
新
た
に
し
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。今
は

7
年
目
と
な
っ
た
こ
の
後
輩
を
含
め
て
、
数

多
く
の
仲
間
達
と
一
緒
に
乗
り
越
え
た
本
工

事
が
、
今
後
の
P
C
構
造
物
補
修
・
補
強
工

事
の
礎
の一つ
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

 ﹇
ピ
ー
エ
ス
・
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
㈱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

杉
浦 

一
毅
﹈

▲ 外ケーブル外観

▲ 完成全景

▲ 夜間作業夕礼

▲ 外ケーブル定着突起モルタル試験施工

件 名

発 注 者 名
施 工 会 社 名
施 工 場 所
工 期

構 造 形 式

橋 長

有 効 幅 員
施 工 方 法

松原線 PC桁等大規模修繕工事
（まつばらせんぴーしーけたとうだいきぼしゅうぜんこうじ）

阪神高速道路㈱
ピーエス・コンストラクション・極東興和 JV
大阪府大阪市平野区喜連 2丁目～松原市大堀 4丁目
令和元年７月～令和６年11月
PC単純 T桁橋：89径間
PC単純プレテンション方式 T桁橋：4径間
鋼単純合成箱桁橋：5径間

工区延長　2.0km

5.5 ～ 30.2m
外ケーブル補強工法　他

長者IC

大和川

松原線PC桁
大規模修繕工事

近
鉄
南
大
阪
線

近
鉄
南
大
阪
線

309

479

309

6

14

阪和自動車道

阪和自動車道

近
畿
自
動
車
道

近
畿
自
動
車
道

西名阪自動車道

西名阪自動車道

14



PC プレス　2025 ／ Sept. ／ Vol.038  　39

　
本
工
事
は
、
阪
神
高
速
３
号
神
戸
線
、
神

戸
市
須
磨
区
南
町
１
丁
目
〜
月
見
山
３
丁

目
に
位
置
す
る
本
線
18
径
間
、
ラ
ン
プ
５
径

間
、工
区
延
長
６
３
９
ｍ
の
ポ
ス
ト
テ
ン
シ
ョン

Ｐ
Ｃ
Ｔ
桁
橋
の
大
規
模
修
繕
工
事
で
す
。

　
神
戸
市
須
磨
区
に
は
、
源
義
経
や
平
敦

盛
な
ど
数
多
く
の
歴
史
的
逸
話
や
人
物
と

関
わ
り
の
深
い
「
須
磨
寺
」
や
昨
年
グ
ラ
ン

ド
オ
ー
プ
ン
し
た
「
神
戸
須
磨
シ
ー
ワ
ー
ル

ド
」
な
ど
が
あ
り
観
光
や
レ
ジ
ャ
ー
、
歴
史

的
な
興
味
を
引
く
場
所
と
し
て
、
多
く
の
人

に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

本
工
事
の
対
象
と
な
っ
た
橋
梁
は
、
昭

和
44
年
に
供
用
開
始
さ
れ
、
す
で
に
50
年

以
上
経
過
し
、
老
朽
化
し
て
い
ま
す
。
加

え
て
交
通
量
の
増
加
に
よ
る
劣
化
も
進
行

し
て
い
る
た
め
「
阪
神
高
速
道
路
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
大
規
模
更
新
・
修
繕
事

業
」
の
一
環
と
し
て
令
和
３
年
〜
６
年
ま
で

工
事
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

工
事
内
容
と
し
て
は
、
床
版
の
補
強
と

し
て
鋼
板
接
着
工
法
、
主
桁
の
外
ケ
ー
ブ

ル
補
強
、Ｐ
Ｃ
グ
ラ
ウ
ト
再
注
入
、
床
版
・

壁
高
欄
補
強
鋼
板
の
補
修
、
さ
ら
に
コ
ン

ク
リ
ー
ト
表
面
保
護
工
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

主
桁
の
外
ケ
ー
ブ
ル
補
強
に
あ
た
り
、

全
て
の
主
桁
で
鋼
材
の
腐
食
を
調
べ
る
た

め
非
破
壊
・
微
破
壊
調
査
を
実
施
し
ま
し

た
。
腐
食
が
確
認
さ
れ
た
主
桁
に
は
、
外

ケ
ー
ブ
ル
を
設
置
し
て
補
強
を
行
い
、
腐

食
が
な
か
っ
た
主
桁
に
も
将
来
の
Ｐ
Ｃ

ケ
ー
ブ
ル
の
破
断
を
想
定
し
て
予
防
保
全

ケ
ー
ブ
ル
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
外
ケ
ー
ブ
ル
補
強
で
は
、
定
着

突
起
部
に
お
い
て
、
ま
ず
鉄
筋
探
査
を
行

い
、
そ
の
結
果
を
基
に
Ｐ
Ｃ
鋼
棒
の
設
置

位
置
を
決
定
し
ま
し
た
。
位
置
決
定
に
は

３
Ｄ
画
像
計
測
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
て
画

像
解
析
を
行
う
こ
と
で
、
現
場
で
の
省
人

化
・
省
力
化
を
実
現
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
の
現
場
の
桁
下
に
は
天
井
川
公

園
が
広
が
っ
て
お
り
、公
園
内
は
ヘ
デ
ラ
ヘリ
ッ

ク
ス
な
ど
の
植
栽
が
豊
か
に
生
育
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
日
中
は
子
ど
も
た
ち
の
遊
び
場
と
し

て
利
用
さ
れ
て
い
る
た
め
、
大
型
車
の
通
行

が
制
限
さ
れ
て
お
り
、
資
材
搬
入
に
は
最
大

３
ｔ
ト
ラ
ッ
ク
を
使
用
し
て
対
応
し
ま
し
た
。

　

公
園
内
で
の
外
ケ
ー
ブ
ル
定
着
突
起
の

無
収
縮
モ
ル
タ
ル
打
設
は
、
粉
塵
発
生
を Large-scaled repair works on the urban expressway

都市高速道路の大規模修繕工事

Kobe Line PC girder repair work

14.神戸線PC桁補修工事

抑
制
し
、
周
辺
環
境
や
公
園
利
用
者
へ
の

影
響
を
軽
減
す
る
た
め
、
モ
ル
タ
ル
袋
を

足
場
上
に
上
げ
て
小
型
ミ
キ
サ
ー
及
び
小

型
ポ
ン
プ
に
よ
り
打
設
を
行
い
ま
し
た
。

　

本
工
事
の
中
で
高
速
道
路
本
線
と
月
見

山
ラ
ン
プ
が
隣
接
し
て
い
る
箇
所
で
は
、

建
築
限
界
の
制
約
に
よ
り
張
出
し
部
足
場

の
設
置
が
困
難
で
し
た
。
そ
の
た
め
壁
高

欄
の
補
修
な
ど
は
ラ
ン
プ
片
側
規
制
を
実

施
し
、
規
制
帯
内
か
ら
高
所
作
業
車
を
使

用
し
て
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
厳
し
い
環
境
の
中
で
の
施

工
で
あ
り
ま
し
た
が
令
和
６
年
に
無
事
竣

工
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
の
工
事
の
完
成
に
際
し
、
１
０
０
年

先
も
安
心
し
て
利
用
で
き
る
高
速
道
路
を

目
指
し
た
「
阪
神
高
速
道
路
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
一
環
と
し
て
貢
献
で

き
ま
し
た
こ
と
を
、大
変
光
栄
に
存
じ
ま
す
。

﹇
㈱
Ｉ
Ｈ
Ｉ
イ
ン
フ
ラ
建
設　

藤
井 

文
隆
﹈
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本
工
事
は
、
阪
神
高
速
３
号
神
戸
線
、
神

戸
市
須
磨
区
南
町
１
丁
目
〜
月
見
山
３
丁

目
に
位
置
す
る
本
線
18
径
間
、
ラ
ン
プ
５
径

間
、工
区
延
長
６
３
９
ｍ
の
ポ
ス
ト
テ
ン
シ
ョン

Ｐ
Ｃ
Ｔ
桁
橋
の
大
規
模
修
繕
工
事
で
す
。

　
神
戸
市
須
磨
区
に
は
、
源
義
経
や
平
敦

盛
な
ど
数
多
く
の
歴
史
的
逸
話
や
人
物
と

関
わ
り
の
深
い
「
須
磨
寺
」
や
昨
年
グ
ラ
ン

ド
オ
ー
プ
ン
し
た
「
神
戸
須
磨
シ
ー
ワ
ー
ル

ド
」
な
ど
が
あ
り
観
光
や
レ
ジ
ャ
ー
、
歴
史

的
な
興
味
を
引
く
場
所
と
し
て
、
多
く
の
人

に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

本
工
事
の
対
象
と
な
っ
た
橋
梁
は
、
昭

和
44
年
に
供
用
開
始
さ
れ
、
す
で
に
50
年

以
上
経
過
し
、
老
朽
化
し
て
い
ま
す
。
加

え
て
交
通
量
の
増
加
に
よ
る
劣
化
も
進
行

し
て
い
る
た
め
「
阪
神
高
速
道
路
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
大
規
模
更
新
・
修
繕
事

業
」
の
一
環
と
し
て
令
和
３
年
〜
６
年
ま
で

工
事
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

工
事
内
容
と
し
て
は
、
床
版
の
補
強
と

し
て
鋼
板
接
着
工
法
、
主
桁
の
外
ケ
ー
ブ

ル
補
強
、Ｐ
Ｃ
グ
ラ
ウ
ト
再
注
入
、
床
版
・

壁
高
欄
補
強
鋼
板
の
補
修
、
さ
ら
に
コ
ン

ク
リ
ー
ト
表
面
保
護
工
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

主
桁
の
外
ケ
ー
ブ
ル
補
強
に
あ
た
り
、

全
て
の
主
桁
で
鋼
材
の
腐
食
を
調
べ
る
た

め
非
破
壊
・
微
破
壊
調
査
を
実
施
し
ま
し

た
。
腐
食
が
確
認
さ
れ
た
主
桁
に
は
、
外

ケ
ー
ブ
ル
を
設
置
し
て
補
強
を
行
い
、
腐

食
が
な
か
っ
た
主
桁
に
も
将
来
の
Ｐ
Ｃ

ケ
ー
ブ
ル
の
破
断
を
想
定
し
て
予
防
保
全

ケ
ー
ブ
ル
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
外
ケ
ー
ブ
ル
補
強
で
は
、
定
着

突
起
部
に
お
い
て
、
ま
ず
鉄
筋
探
査
を
行

い
、
そ
の
結
果
を
基
に
Ｐ
Ｃ
鋼
棒
の
設
置

位
置
を
決
定
し
ま
し
た
。
位
置
決
定
に
は

３
Ｄ
画
像
計
測
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
て
画

像
解
析
を
行
う
こ
と
で
、
現
場
で
の
省
人

化
・
省
力
化
を
実
現
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
の
現
場
の
桁
下
に
は
天
井
川
公

園
が
広
が
っ
て
お
り
、公
園
内
は
ヘ
デ
ラ
ヘリ
ッ

ク
ス
な
ど
の
植
栽
が
豊
か
に
生
育
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
日
中
は
子
ど
も
た
ち
の
遊
び
場
と
し

て
利
用
さ
れ
て
い
る
た
め
、
大
型
車
の
通
行

が
制
限
さ
れ
て
お
り
、
資
材
搬
入
に
は
最
大

３
ｔ
ト
ラ
ッ
ク
を
使
用
し
て
対
応
し
ま
し
た
。

　

公
園
内
で
の
外
ケ
ー
ブ
ル
定
着
突
起
の

無
収
縮
モ
ル
タ
ル
打
設
は
、
粉
塵
発
生
を

▲ ３D画像計測システム

▲ 月見山料金所足場設置

▲ 公園内規制による無収縮モルタル打設

▲ ランプ規制による既設表面保護撤去

件 名

発 注 者 名
施 工 会 社 名

施 工 場 所

工 期
構 造 形 式
橋 長

有 効 幅 員
施 工 方 法

神戸線 PC桁補修工事
（こうべせんぴーしーけたほしゅうこうじ）

阪神高速道路㈱
㈱ IHI インフラ建設
兵庫県神戸市須磨区南町１丁目
～同区月見山３丁目付近

令和３年６月～令和６年６月
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16.6ｍ
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を
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た
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、
モ
ル
タ
ル
袋
を

足
場
上
に
上
げ
て
小
型
ミ
キ
サ
ー
及
び
小

型
ポ
ン
プ
に
よ
り
打
設
を
行
い
ま
し
た
。

　

本
工
事
の
中
で
高
速
道
路
本
線
と
月
見

山
ラ
ン
プ
が
隣
接
し
て
い
る
箇
所
で
は
、

建
築
限
界
の
制
約
に
よ
り
張
出
し
部
足
場

の
設
置
が
困
難
で
し
た
。
そ
の
た
め
壁
高

欄
の
補
修
な
ど
は
ラ
ン
プ
片
側
規
制
を
実

施
し
、
規
制
帯
内
か
ら
高
所
作
業
車
を
使

用
し
て
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
厳
し
い
環
境
の
中
で
の
施

工
で
あ
り
ま
し
た
が
令
和
６
年
に
無
事
竣

工
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
の
工
事
の
完
成
に
際
し
、
１
０
０
年

先
も
安
心
し
て
利
用
で
き
る
高
速
道
路
を

目
指
し
た
「
阪
神
高
速
道
路
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
一
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と
し
て
貢
献
で

き
ま
し
た
こ
と
を
、大
変
光
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Ｈ
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隆
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山陽新幹
線

大阪湾

2

28

28

2
175

428

神戸線PC桁補修工事

7

7

32

31

3

神
戸
淡
路
鳴
門
自
動
車
道

神
戸
淡
路
鳴
門
自
動
車
道

神
戸
淡
路
鳴
門
自
動
車
道

神戸線（
山陽本

線）

淡路島
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九
州
自
動
車
道
の
宝
満
川
橋
は
、
久
留

米
I
C
〜
鳥
栖
J
C
T
間
に
位
置
し
、
一

級
河
川
で
あ
る
宝
満
川
を
跨
ぐ
3
車
線
の

鋼
3
径
間
連
続
鈑
桁
橋
で
す
。開
通
か
ら

約
50
年
経
過
し
、
大
型
車
の
通
行
量
の
増

加
、凍
結
防
止
剤
の
散
布
等
に
よ
り
、鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
床
版（
以
下
、
R
C
床
版
）

の
疲
労
損
傷
や
劣
化
が
進
ん
で
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
高
速
道
路
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
と
し
て
、
既
設
R
C
床

版
を
耐
久
性
の
高
い
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
P
C

床
版
へ
更
新
す
る
床
版
取
替
工
事
が
行
わ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

当
初
計
画
で
は
、
交
通
規
制
期
間
中
の

渋
滞
予
測
結
果
か
ら
、
工
事
期
間
中
は
片

側
2
車
線
の
確
保
が
必
須
で
し
た
。施
工

方
法
に
は
全
断
面
取
替
工
法
を
採
用
し
、

ま
ず
上
り
線
を
対
面
通
行
2
車
線
（
4
車

線
）
と
し
下
り
線
の
床
版
取
替
え
を
行
っ

た
後
、
下
り
線
に
車
線
を
切
替
え
て
上
り

線
の
床
版
取
替
え
を
行
う
計
画
で
し
た
。

し
か
し
上
り
線
の
既
設
橋
の
幅
員
は
4
車

線
が
確
保
で
き
な
い
た
め
、
先
行
し
て
路

肩
拡
幅
を
行
い
、
上
下
線
の
切
替
え
の
た

め
に
約
4
0
0
m
に
渡
る
中
央
分
離
帯
を

切
替
え
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。そ
の
た

め
、当
初
計
画
で
の
連
続
規
制
期
間
は
、床

版
取
替
期
間
を
含
め
て
32
ヶ
月
必
要
で
し

た
。

　

し
か
し
、
長
期
の
連
続
規
制
は
渋
滞
リ

ス
ク
が
高
く
、
地
域
へ
の
社
会
的
影
響
が

大
き
い
た
め
、
渋
滞
の
要
因
と
な
る
規
制

期
間
の
さ
ら
な
る
縮
減
が
必
要
で
し
た
。

そ
こ
で
、
供
用
車
線
を
2
車
線
確
保
し
な

が
ら
、
幅
員
方
向
に
1
車
線
ず
つ
床
版
取

替
え
を
行
う
幅
員
方
向
に
３
分
割
し
た
床

版
取
替
工
法
を
採
用
し
ま
し
た
。本
工
法

で
は
、
路
肩
拡
幅
お
よ
び
中
央
分
離
帯
の

改
良
が
不
要
で
あ
る
た
め
、
連
続
規
制
期

間
を
8
ヶ
月
に
短
縮
で
き
、
当
初
計
画
か

ら
は
24
ヶ
月
縮
減
で
き
ま
し
た
。幅
員
分

割
取
替
工
法
は
、
超
高
強
度
繊
維
補
強
コ

ン
ク
リ
ー
ト
を
用
い
た
高
耐
久
の
床
版
接

合
工
法
の
適
用
に
よ
り
床
版
接
合
幅
を
低

減
し
て
工
事
中
の
供
用
車
線
を
確
保
し
、

特
殊
床
版
撤
去
・
架
設
機
を
用
い
た
施
工

方
法
を
採
用
す
る
こ
と
で
1
車
線
規
制
帯

内
で
の
床
版
取
替
え
を
可
能
と
す
る
最
先

端
技
術
を
導
入
し
ま
し
た
。ま
た
、施
工
計

画
と
し
て
、
大
型
連
休
期
間
は
上
下
3
車

線
を
暫
定
開
放
で
き
る
よ
う
に
、
第
一
期

（
1
〜
4
月
）に
追
越
車
線
を
、第
二
期（
5

〜
8
月
）
に
第
二
走
行
車
線
を
、
第
三
期

（
8
〜
11
月
）に
第
一
走
行
車
線
を
取
替
え

る
計
画
と
し
ま
し
た
。そ
の
結
果
、本
工
事

を
起
因
と
し
た
渋
滞
発
生
を
回
避
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

本
工
事
が
今
後
の
高
速
道
路
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
事
業
の
参
考
と
な
り
、
工
事
に
よ
る

渋
滞
解
消
の
一
助
と
な
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。      ﹇
㈱
大
林
組 

早
川 

智
浩
﹈

Deck slab replacement project divided into three in the width direction of 
up and down Lines at the same time with PCa slab

幅員方向に３分割した上下線同時の床版取替工事

The Renewal Project of Homangawa Bridge slab

15.宝満川橋床版取替工事
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九
州
自
動
車
道
の
宝
満
川
橋
は
、
久
留

米
I
C
〜
鳥
栖
J
C
T
間
に
位
置
し
、
一

級
河
川
で
あ
る
宝
満
川
を
跨
ぐ
3
車
線
の

鋼
3
径
間
連
続
鈑
桁
橋
で
す
。開
通
か
ら

約
50
年
経
過
し
、
大
型
車
の
通
行
量
の
増

加
、凍
結
防
止
剤
の
散
布
等
に
よ
り
、鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
床
版（
以
下
、
R
C
床
版
）

の
疲
労
損
傷
や
劣
化
が
進
ん
で
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
高
速
道
路
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
と
し
て
、
既
設
R
C
床

版
を
耐
久
性
の
高
い
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
P
C

床
版
へ
更
新
す
る
床
版
取
替
工
事
が
行
わ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

当
初
計
画
で
は
、
交
通
規
制
期
間
中
の

渋
滞
予
測
結
果
か
ら
、
工
事
期
間
中
は
片

側
2
車
線
の
確
保
が
必
須
で
し
た
。施
工

方
法
に
は
全
断
面
取
替
工
法
を
採
用
し
、

ま
ず
上
り
線
を
対
面
通
行
2
車
線
（
4
車

線
）
と
し
下
り
線
の
床
版
取
替
え
を
行
っ

た
後
、
下
り
線
に
車
線
を
切
替
え
て
上
り

線
の
床
版
取
替
え
を
行
う
計
画
で
し
た
。

し
か
し
上
り
線
の
既
設
橋
の
幅
員
は
4
車

線
が
確
保
で
き
な
い
た
め
、
先
行
し
て
路

肩
拡
幅
を
行
い
、
上
下
線
の
切
替
え
の
た

め
に
約
4
0
0
m
に
渡
る
中
央
分
離
帯
を

切
替
え
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。そ
の
た

め
、当
初
計
画
で
の
連
続
規
制
期
間
は
、床

版
取
替
期
間
を
含
め
て
32
ヶ
月
必
要
で
し

た
。

　

し
か
し
、
長
期
の
連
続
規
制
は
渋
滞
リ

ス
ク
が
高
く
、
地
域
へ
の
社
会
的
影
響
が

大
き
い
た
め
、
渋
滞
の
要
因
と
な
る
規
制

期
間
の
さ
ら
な
る
縮
減
が
必
要
で
し
た
。

そ
こ
で
、
供
用
車
線
を
2
車
線
確
保
し
な

が
ら
、
幅
員
方
向
に
1
車
線
ず
つ
床
版
取

替
え
を
行
う
幅
員
方
向
に
３
分
割
し
た
床

版
取
替
工
法
を
採
用
し
ま
し
た
。本
工
法

で
は
、
路
肩
拡
幅
お
よ
び
中
央
分
離
帯
の

改
良
が
不
要
で
あ
る
た
め
、
連
続
規
制
期

間
を
8
ヶ
月
に
短
縮
で
き
、
当
初
計
画
か

ら
は
24
ヶ
月
縮
減
で
き
ま
し
た
。幅
員
分

割
取
替
工
法
は
、
超
高
強
度
繊
維
補
強
コ

ン
ク
リ
ー
ト
を
用
い
た
高
耐
久
の
床
版
接

合
工
法
の
適
用
に
よ
り
床
版
接
合
幅
を
低

減
し
て
工
事
中
の
供
用
車
線
を
確
保
し
、

特
殊
床
版
撤
去
・
架
設
機
を
用
い
た
施
工

方
法
を
採
用
す
る
こ
と
で
1
車
線
規
制
帯

内
で
の
床
版
取
替
え
を
可
能
と
す
る
最
先

端
技
術
を
導
入
し
ま
し
た
。ま
た
、施
工
計

画
と
し
て
、
大
型
連
休
期
間
は
上
下
3
車

線
を
暫
定
開
放
で
き
る
よ
う
に
、
第
一
期

（
1
〜
4
月
）に
追
越
車
線
を
、第
二
期（
5

〜
8
月
）
に
第
二
走
行
車
線
を
、
第
三
期

（
8
〜
11
月
）に
第
一
走
行
車
線
を
取
替
え

る
計
画
と
し
ま
し
た
。そ
の
結
果
、本
工
事

を
起
因
と
し
た
渋
滞
発
生
を
回
避
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

本
工
事
が
今
後
の
高
速
道
路
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
事
業
の
参
考
と
な
り
、
工
事
に
よ
る

渋
滞
解
消
の
一
助
と
な
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。      ﹇
㈱
大
林
組 

早
川 

智
浩
﹈

▲ 全体写真（第二期 5～8月)

▲ 特殊床版撤去・架設機

▲ 全体写真（第一期 1～4月）

▲ 全体写真(第三期 8～11月)

件 名

発 注 者 名
施 工 会 社 名
施 工 場 所
工 期
構 造 形 式
橋 長

有 効 幅 員
施 工 方 法

宝満川橋床版取替工事
（ほうまんがわはししょうばんとりかえこうじ）

西日本高速道路㈱ 
大林組・大本組 JV
福岡県小郡市
令和２年４月～令和６年11月
鋼 3径間連続非合成鈑桁橋
154.7m

14.54m
幅員方向分割床版取替

鳥栖IC

小郡鳥栖南
スマートIC

長崎自
動車道

長崎自
動車道

大分自動車
道

大分自動車
道

鹿児
島本
線

鹿児
島本
線

宝満川橋
床版取替工事

九
州
自
動
車
道

九
州
自
動
車
道

長崎本線長崎本線

九
州
新
幹
線

3

34

500

322

天
神
大
牟
田
線

天
神
大
牟
田
線

西鉄甘木線西鉄甘木線宝満川
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